
瘍③ O獨 1'リ

り1.3月 28日 (木 ) 曇 り

潜降場所  沖縄県 西表島 ヨナラ水道

水  深  平均13m,最大15m

透 明 度  30m以 上

私達がマンタを見るために待っていた, と

いうより,マ ンタが「泡を吐 く,細長い不思

議な生 き物」を見るために近づいて来たよう

であった。

海流がかな りあるため,水深 15mの岩 につ

かまって待つ こと20分 , 4m級 のマ ンタ図 が

2匹近づいて来て, 日の前 2mの ところで左

ヘターンす る。私は,流 されないように,膝
と肘で必死に岩に しがみついてカメラのシャッ

ターを切 っていたのだが,流れに逆 らってい

るとい うのに,彼 らは真 っ青 な海の中を,舞
うように,飛ぶように,泳いでいるのである。

※注―マ ンタ(オ ニイ トマキエイとも言 う。 )

学名 M励 ′α ttη s′″s

全長 3～ 5m,広 さで言えば 4畳半か ら 6

畳間 くらいにもなる巨大なエイ。 プランク ト

ンなどを食べ,性格はおとな しい。 日本のサ

ンゴ礁域,パ ラオ, フィリピンで見 られる。

西表島のヨナラ水道は特 に有名で, 3月 か ら

6月 にかけて群れて現われ ることがある。 日

が くりくりとしてとても愛 らしい。

(01 笹土 隆雄 )
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集:我 は々既成の枠を超えたのか′′
一コース編成システムの実態に迫る―

真の「総合科学」とは何なんだっ〃

古今東西,老若男女,い つの時代 も誰 しも

が総科生ならぶちあたるであろう壁に,今我々

編集部もまともに正面衝突 してしまった。 うっ

……立ちあがれない。どうしよう。…

なんて弱音を吐 く事は許 されない。常に暗

中模索 しつつも総合科学部を前進 させていく

事が飛翔委員としての使命なのだ。はっはっ

はっ  。と笑ってる場合ではない。

「既成の枠を越えた学際的・総合的研究を

開拓 し,推進す る事」,「広領域の専攻によ

る裾野の広い教育を行 う事」等をねらいとし

て昭和49年我 らが総合科学部は,既存の大学

教育に新風を吹きこむべ く創設 されたのだ。

何 とまあ素晴 らしい理念が高々と掲げられて

いるではないか。そ して今……。皆一体どう

思 う?自 分は総合科学部のねらいを十分に達

成できるよっていえる人は何人位いるんだろ

う?皆, 自分が思い描いていた「総合科学部」

と現実とのギャップに惑い,不満をこぼ しつ

つも, 日の前のレポー トやテス トに追われて

慌ただ しく毎 日を過 ごしているのが現状なの

ではないか。 しか し,こ のままでいいのか。

私だって自分自身はっきりと,「私は総合

科学部生です」なんて自信 もっていえない し

どうしていけばいいのかなんて未知の世界で

ある。でもこの「総合科学部」という,何 と

も心をくす ぐられるような目新 らしさに,大
きな魅力とはか り知れない可能性を感 じてい

る事は確かである。文学部,理学部,法学部

……といった既存の学部を選ばずに敢えて総

合科学部を選んだ我々である。 きっと皆,い
ろんな希望をもって入学 してきたに違いない

し, 1人 1人 だっていろんな可能性を持 って

ると思 う。だから……今その可能性の芽を毎

日の惰性的な生活によって潰 して しまっちゃ

駄 日だと思 う。

「総合科学 って何だ ?」 なんて考えなくっ

ても,わ かんなくっても,毎 日の生活に支障

をきたす訳でもないし楽 しく過 ごしていける

よね。実際。でもこの「総合科学部」が内包

している偉大な可能性を生かすも殺すも我々

次第なのだ。

今回,我 々編集部は現状のコース編成シス

テムが総合科学部のねらいを達成 しうるべ く

機能 しているかという事にスポットをあてて

特集を組 もうと奮い立った訳である。

「結局 コースに入ったら他学部と変わ りない

じゃないか」「 いやそれどころか専門性はひ

くいんじゃない ?」 「 もっと外国語 コースの

定員を増やせないのか」「 コース間交流がな

いよね」等々,い ちいち挙げていけばきりが

ない位問題は山積みされている。さらには,

平成 4年度からは「人間文化 コース」という

8コ ースロも開設 されようとしている。 う一

んまさに波瀾万丈といった所のコース編成シ

ステムに注 目する事により皆一人一人が,今
一度,希望と可能性のたっぷ り詰まった総合

科学部に対 し考え直すきっかけをつかむ事が

できれば我々のこの特集への努力は報われた

という事になるであろう。えっへん。

(文責 岡村 美穂 )

それではまずは天野学部長からこのテーマ

についてのお言葉を頂いたので読んで欲 しい。
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コー ス 編 成 に つ い て

広島大学総合科学部は一学部一学科で,学
生の教育組織としてコースが作 られている。

総合科学部設立時には文系 2コ ース,理系 2

コースの合計4コ ースだったが先ず外国語コー

スが作 られた。一般教育担当部局の教官とは

いえ創立以来10年たってやっと専門の学部生

がもてたのは遅すぎた感 じであった。

理系は設立当時は基礎科学研究講座と自然

環境研究講座所属の教官で環境科学 コースの

学生の教育にあた り,情報行動基礎研究講座

と人間行動研究講座の教官で情報行動科学コー

スの学生の教育に専念 してきた。総合科学部

が設立されてから80名 近 くの教官が赴任 して

きたが誰 もが「学際的」「一般教育と専門教

育の一体化」に共鳴賛同じその実現に努力 し

たと思 う。 しか し約10年間の経験を素直に振

り返 って見たところ満足すべき点ばか りでは

なかった。数理情報科学関係の教官は各々の

コースに所属 していた し, 自然環境研究関係

の教官は一つのまとまったグループとして学

生の指導をしたいと考えていた。保健体育講

座の教官 も専門の学部生の教育に携わるよう

なコース改変を考えようとの気運がでてきた。

色々な可能性も考えられたが,理系全体で 4

コース,数理情報, 自然環境 と他に 2コ ース

とのことで現在のような理系 4コ ースが作 ら

れたわけである。 このあた りの経過は飛翅NQ

32,1987 3月 20号 に詳 しく書いてある。

総合科学部の教官の数は一般教育担当であ

るとはいえ専門学部の学生数を考えると, もっ

と総合科学部の定員をふや してほしいとの希

望は設立当時からずっとあった。丁度国立大

学全体での学生の臨時増募が行われた。この

ような理系のコース改組 も要求事由の一つと

して臨増 とはいえ学生定員 170名 の決定をみ

たわけである。昨年度は環境科学の社会的ニー

ズを主張 し,更に学生定員10名増を獲得 した。

他方倉J設以来15年の経験を振 り返 り文系の

コース改組の問題が提起 された。理系改組の

総合科学部長 天  野 賓

場合にはすべてを壊 して新 しくコースを作 っ

たが文系の場合には既存の 3コ ースは残 しな

がら新 しく一つの コースを作 る努力がなされ ,

「 人間文化 コース」が新設 され る訳である。

女口何なる理念で如何なる構成で講義題 目がど

んなものかは別の所で詳 しく紹介 されると思

う。

新 しい コースは学生の教育の為のグループ

としての コースである。社会のニーズに即 し

た学問領域の余 り無理のないグルー ピングで

あれば必ず学生の共感 も得 られますます発展

してい くものと確信 している。

一般的に言 って,新 しい組織が作 られた ら

当分の間は必ず隆隆発展す るものである。 ど

うか楽 しい教官 グループをつ くり,面 白い事

にどしどしチャレンジしてい く活力ある学生

の教育を していただきたい。新 しい コースの

将来のすば らしい発展を切 に期待 している。

し



υ

J

「 コース編成の変遷」

我 らが広島大学総合科学部が創設されたのは,昭和49年 (1974年 )の ことである。大学改革

の一環 として,それまでの教養部を廃 して作 られた日本で初めてのこの学部は,それまでの学

問の枠にとらわれない総合的 。学際的な研究を行 うという目的をもっていた。 この目的のもと

で,次の 4つ のコースが設立されたわけなのだ。

《文系》 ……文化の多様性と等質性について考え,それぞれの地域文化の

特性を認識するとともに,人類の文化の本質についての理解

を深め,文化の発展と創造に貢献する。

……現代社会を,科学・ 技術・経済・ 政治・ 法 。文化等の有機的

統一物として捉え,多面的かつ総合的に研究・ 教育する。

……技術 と思想を人間の行動を通 して結び付ける, という統合的

連結的機能をその一面としてもつ,「情報」の研究を行 う。

……自然をまず人類の生存する環境 とい う観点からとらえ, 自然

科学の諸分野にわたる広い視野をもって, これらを体系的に

把握 しつつ, 自然界の諸現象を多角的に解明する。

しかし, この 4コ ースで10年 以上やってると,ど うもこのコースじゃ時代遅れだって話になっ

たらしい。そこで昭和62年 (1987年 ),多様化 してゆ く時代のニーズに対応すべ く,以下の 7

コースに改組 されて,現在に至っている。

く文系》 ……世界の諸地域の文化的特質を,多角的に現実との関わ りを問

いつつ追究するコース。

……多様で複雑な社会現象を総合的に把握 していくコース。

…・・:急速な国際化に対応する為,学際的知識 と実用的語学力を身

につけた人材を養成するコ=ス。 (s61設置 )

… :… (1)数 学(2)数理科学(3)情報学・計算機科学,に おける,総合的

教育・研究を行 うコース。

・,・・1・ 物質と生命現象に関する基本的な課題に挑む,新 しい学問の

創造をめざす コース。

く理系》

……各分野の基礎的研究を深めるとともに,各分野が互いに協力

しあって具体的環境問題にとりくんでゆ くコース。

情報行動科学
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……生命,人間行動,健康 といった幅広い分野を勉強 しながらの
,

新 しい人間観の確立をめざす コース。

コース改組で 7コ ースとなって 4年経 ち, この コース分けも板について きてかまぼこになっ

てきたかなっとい うところであろう。 ところがどっこい,ま たもや コースが増 えるとい う話が

あるのを,キ ミは知 っていたかい ?「飛翔J編集委員の独 自の調査によると,平成 4年度に ,

現在の地域文化 コース 6群が分離 して,『人間文化 コース』ができて 8コ ー不になるらしい。

これについて,皆なの間で も賛否両論があると思われるが, コースが細分化 してゆ くのが本当

に良いことなのだろ うかと考 えるといささか疑間が残 る。総合的・ 学際的な学問としての総合

科学 とい う,設立当初の目的を見失 っているように思えるからである。 この点について, これ

から様々な人の意見を参考に しつつ,考察を深めていきたいと思 う。

次のページから,我 々と共にコース編成,総科について,考 えて くれた らうれ しいなっυ

(文責 古川 博子 )
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「人間文化コース創設に際して」
～今何故,「人間文化コース」なのか～

平成 4年度より総合科学部の 8番 目のコースとして,「人間文化 コース」という新 コースが

誕生する事になった。

総合科学部は,昭和49年 に創設 されて以来,人間性,創造性,総合性を三つの柱として,狭
い専門分野に閉 じこもる事なく隣接分野への視野を広げる努力をしてきた。

だが,時代の進展,社会の要求に合わせて大学は常に自己改革, 自己評価をはかることを求

められていて,そ のため昭和62年春にコース改組をして現在の 7コ ース体制になったのである。

総合科学部は 250人程の多彩な教官団を擁 し,一般教育と専門教育の有機的結合による充実

をはかってきた。 しかしなお総合的で幅広い学問によって育てられた人材に対する社会的需要

に応えるべ く,学生定員を従来の 170人 (内 ,臨時増募50人)か ら200人程度になるよう努力

してきた。

時代は物質文明の充実から精神文化の解明へと大きく変わろうとしている。高度な科学や技

術の発展をもたらした人間存在そのものの解明,並びに人間の作 り上げてきた諸文化の探求 こ

そ新時代を切 り開 く急務であるという考えに基づき,「人間文化 コース」は総合科学部の文系 ,

理系の諸 コースの協力のもとに創設される事になった。

この新 コースは 2つ の研究群 (比較文化研究群 と現代文化研究群)よ り構成 されているが ,

さらに両者にまたがる多数の複合的授業科 目 (上演芸術論,都市文化論,女性学など)を設け ,

さらに数多 くの他 コースの授業科 目を選択必修に含み,真に総合的な「人間文化」の探究を行

おうとしている。

(文責 水島 裕雅教官 )

○比較文化研究に入 って思 うこと

「 比較に入 って何 を研究す るつもりですか ?」 4月 の コース決定以来,私は何度 もこう開か

れて きた。そ してその度 に私は何 と答えて良いのか困って しまった。何 もや りたいことがない

わけではない。逆 にや りたいことが多過 ぎるのだ。

大学進学を考え始めた頃,私は何 とな く,文学だとか法律だとか,特定の専門分野にとらわ

れた くないと思 っていた。当時は言語に特に興味を持 っていたのだが,それもただ語学を学ぶ ,

とい うのではな く,広 くその背景にある歴史や文化,民族などといったものも研究 したかった。

この希望を実現 させることができる場所 として,私は総合科学部を選び, さらにその中で も比

較文化研究を選んだのだ。

さて,希望通 りの コースに入 ってはみたものの,正直なところ,私はとまどっている。「 特

定の地域,分野にとらわれない」比較の自由な雰囲気の中,私は何 を した ら良いのかわか らな

くなって しまったのだ。言語学 もや りたいが,美術 にも興味はある,民話や童話 も捨てがたい

…と,い ろいろ目移 りして,一つに絞 ることがで きないのだ。そ して,多 くのことに関心 を持

ち始めると同時に,今度は自分の知識がいかに狭 く,表面的なものであったかを実感 させ られ

て しまう。あれ もこれも, もっともっと勉強 しな くては…とあせって しまうのだ。

しか し,あせ りは して も, 自分のや りたいことをやれるとい うのは,幸せなことだと思 う。

比較 には広 くいろいろなことに関心を持 ち,そ のために自分で努力 して学ぶ ことので きる環境

があると思 う。 まだ 2年 になったばか りの私が言 うの もおか しい気 もするが,私は比較 に入 っ

て本当に良かった と思っている。

(文責 森野 美和 )



○自由で豊 かな伝統 を持 つ比較文化

研究群       ‐

比較文化研究群は,新 コースの誕生に際 し

人間文化 コースの一翼として独立 した。その

前身は地域文化研究 コース内の比較文化研究

講座であ り,1974年 の総合科学部の発足以

来学問研究・教育に精彩ある充実 した活動を

示 し,卒業生も既に百数十名に上る。

その歴史を通 して目に立つ特徴に, 自由な

雰囲気と絆の強さがある。例えば卒業論文の

執筆に際 し,学生諸君はテーマの選択及び指

導を請 う教官を自分できめ,立派に研究を成

し遂げていく。最近の卒業論文の傾向の一端

は,神話・風景・服飾・漫画 。SF。 映画・

言語論・ 広告論 etc.に窺えよう。学生諸君

と教官の結び付きも強 く,卒業後 も日に見え

ない愛着の故か,学生時代の精神的故郷 とし

てか同窓会が連綿 と続いている。

比較文化という建物を支える何本かの柱に ,

哲学・ 宗教学・ 倫理学・ 美学等の人間にとっ

て貴重な価値を問 う学問があり, また文化の

具体的な現れである音楽・文学・ 美術・演劇・

映画等の芸術を研究する学問がある。 これら

の学問また領域を,従来の固定観念や制度に

囚われずに, 自己の主体性を核に,比較 しつ

つ真理を訪ねるのが,比較文化の学風である。

その自由さと関心の広 さとは,上に示 した卒

業論文の多彩さが証明していよう。

この比較の大屋根の下,世間とは別の風が

吹いている。そこに集 う学生諸君の滞在振 り

は様々であるが,要は本人次第である。殿堂

の廂から内を覗 くだけのもの,客間で充実の

時を過 ごす もの,奥の院まで足を踏み入れる

もの,建物を出て自ら行脚するもの……。皆

他力の風の侭に自力の振舞いの大事さを知 り,

卒業後は現代の大空へ国の内外を問わず羽ば

たいている。その多 くは,学際的な視野と洞

察力を生かして,現代に枢要な知的な仕事に

従事 している。既成の枠を超えた自由な活動

に就 くものも多い。

(文 責 青木 孝夫教官 )

○現代文化研究群では何が学べるか?

現代文化研究群は,外国語 コース所属教官

の うち,文学や思想や芸術を研究対象 として

いる者を中心 として新たに発足す る研究群で

ある。かつて見 られなかったほど激 しく変化

す る現代の文化を,総合的に捉 え学際的に研

究す る事を目ざしている。

この群で開講予定の授業科 目は,文化を中

心 とす るものと文学を中心 とす るものとに大

別で きる。

文化関係の授業では,現代文化を,特定の

領域 に限定せず全般的に扱お うとするのが特

徴である。現代の文化現象を社会 との関連で

論 じる授業 と して「 現代社会文化研究」,思
想的側面を取 り扱 う授業 として「 現代思想文

化研究」を予定 している。現代文化を知 るに

は,そ の源流 となった文化にも目を向けなけ

ればな らない。「 現代文化背景論」,「近代

文化研究」,「近代文化批判論」 はそのため

の授業である。その他,国際文化交流や神秘

思想を講ず る授業 も開講予定である。

文学関係の授業は, ジャンル中心の授業 と

地域中心の授業の二つの柱か らなる。20世紀

に入 って技法上の変化を大 きくとげ他領域 と

の融合 も盛 んな「 現代小説」,現代人の意識

をもっとも尖鋭 に表す「 現代詩」,今その意

義 をますます深めつつある「 現代批評」,新
たな実験的な試みが次々に見 られ る「 現代演

劇」,文学 とも深 く関わる現代の「 映像芸術」

などを扱 うのが, ジャンル中心の授業科 日で

ある。地域中心の授業では, ヨー ロッパやア

メリカの現代文学に加えて,今注 目を集めて

いる現代中国や ロシア・ 東欧の文学をも学ぶ

ことがで きる。

この研究群を真に活かせるかどうか,そ れ

は,学生諸君の意欲にかかっている。現代に

生 きるものとして,若々 しい感覚を働かせな

が ら独 自の視点を持 って,現代文化 とい う豊

かな魅力的な領域を開拓 しては しい。

(文責 西村 雅樹教官 )



√‐輸科隼 /C~77きまιたっ。今
`|

先日おこなった.fi― ズ編成」に関するア  [1年 生のみに対する質問]

ンケー トの結果ゃお届けします。         2年 生から実際コースに分かれるわけなの

調査対象は, 1年生 127名 , 2年生35名 ,   ですが,今どんなことをやっていきたいと思っ

3年生59名 ,合計 221名 でしたが,全ての意  ていますか ?

見をのせることは無理ですので, 日立った意

見を申心にまとめさせていただきました。御    ○自分の行 きたいコースに沿った勉強

了承 ください。                 ○様々な分野の勉強

キた,今回のアンケー トに寄せられた様々   ○単位をおとさないこと

な御意見をうかがって分かったことがありま

す。「既成の枠をこえた学際的,総合的研究   [2, 3年 生のみに対する質問]

｀/  
を開拓 し推進すること」が総合科学部の理念   現在, 自分のコースに満足 していますか ?

なのですが,そ の理念を達成するための土台

である「 コース編成」に関 して,ま だまだ間   ○はい

題が多いとtヽ う,こ とです。             理由・ や りたい事ができる (2年 )

・ 教官との交流 (3年 )

「 コース編成」に関するアンケー ト   ○いいえ

理由・ 必修科 日にしばられている (2年 )

.  .1.あ なたは,何故他の学部ではな くて,あ       ・ コース分けの後は他学部 と似たよ

・   えて総合科学部を選んだのですか ?          うなことをやっている (3年 )

・(   O専 門分野にとらわれず幅広 く勉強で きる  [現 在のコース体制に対する意見]

○理転・ 文転が可能            ●各学年の共通意見

○偏差値 または入試科 目が自分 に合 ってい

た                     。1年間の選択猶予期間に意味がない

(1年生の うちから専門がや りたいから ,

2.実際にこの学部に入学 して満足できてい    2年 生での コース選択のために 1年生時
V   ますか ?                   の授業選択 に制約がでるか ら)

・ コース間の提携がほ しい

○はい                   。コースが分かれす ぎ

理 由・ 自由な雰囲気がある (1年)     ・ コースにとらわれない授業選択が したい

。自分のや りたいことが分かって き   ・ コースの人数制限はい らない

た (2年 )

。様々な勉強がで きる (3年)    ● 1年生の意見

○いいえ

理 由・ 理系 コースを 目指す と授業選択 に   。入学前 に学部説明をもっとくわ しくやっ

制約が多い (1年)          ては しい

。講義が専門的す ぎる (2年)     ・ コースをふや しては しい

・ 専門的な勉強が浅い (3年 )

-9-



● 2年生の意見

・ ゼ ミや研究室では学ぶ範囲がせます ぎる

。一般教育から全 コースに行けるように し

ては しい

。コース内にさらに細分化がある

。講義内容が うすい

・ 他 コースの授業はとりた くない

。専門性が他学部 より低い

。興味あることは十分で きる

● 3年生の意見

・ 興味のないものまで必修 した くない

。コース変更を しやす くしては しい

。教官たちも総合科学部の存在意義を考え

ては しい

。教官 自体が学問の枠にはまっている

。コース分けは専門知識獲得のため必要

「 既成の枠をこえた学際的,総合的研究を

開拓 し推進する」 とい う,分かったようで分

からないことをやるには,やは リコース分け

は必要だとす る意見はあるのですが, コース

決定後その コースに埋没 して しまい,結局は

学部の理念からかけはなれた状態 になって し

まうようです。 また,逆 に学部の理念など無

視 して専門の道をきわめようとして も,そ の

コース内での専門性は他学部に くらべると低

くならぎるを得ないようです。

このように,現在のコース編成 システムは ,

総合科学部の理念を達成 したいと考えている

人にとっては東縛が多いものであ り,理念な

どどうで もよい人にとっては専門性の低いも

のであるようです。

つまり,現在の総合科学部は中途半端なコー

ス編成 システムをかかえた学部だと言えそ う

です。

(文責 中島 英紀 )

υγレ
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教官突撃インタビュー

しか し従来の学問体系では様々な問題 に対処で きない。

そ こで作 られたのが

なのだ。

先に示 した学生アンケー トか らい くつかの問題点を挙げることが出来 るが,そ れ らの問題 に

ついて,先生方はどう考えておられるだろうか。我々編集委員は,何人かの教官にインタビュー

を試みることに した。以下はその報告であるが,各先生方にはあ くまで も個人的な意見 として

話 していただき,編集委員がまとめたものである。

ここで我々は,先生方の持 っておられ る総合科学部の理念が, ごく大雑把 に 2つ のタイプに

分け られることに注 目した。理念が違 えば,現状の評価,将来への展望 も当然違 って くるだろ

うと思われるので, 2タ イプを分けて見てい くことにす る。

タイプ 1:個 人的総合科学部 プ 2:集 団的総合科学部

○個々人が幅広い視野,視点を持つ。

○個々人が, 自分の専門を核 としつつ,全体

を統合する。

○深い人間的教養を持ち (liberal arts)専

門以外のことも話すことのできる人間に。

○専門と専門の間を埋める。

(コ メン ト)

このタイプは,各個人が, 自分の専門分野

を軸にその周辺分野をも幅広 く学んでいこう

とするものなので「個人的総合科学部」と名

付けた。 しかし各個人が豊かな知識を身に付

けることにより,新 しい学際的な研究の担い

手となり,結果として学問全体に貢献するこ

とになると思われる。

○多数の教官,科 目により,学生の研究 した

い分野を指導できる体制が整っている。

01つ の問題を解決す るため,様々な分野の

専門家が協力 し,研究す る。

「 一人で総合科学なんて出来 る訳はない」

(コ メン ト)

このタイプは,そ れぞれの分野のスペシャ

リス トが集 まって,様々な分野にまたがるよ

うな大 きなテーマを研究す るものである。学

際的な研究を集団で行お うとす るものなので

「 集団的総合科学部」 とした。 ここでは,各
個人は自分の専門分野を担 うわけだが,他分

野の人 との共同研究により,幅広い視野を得

ることも可能だろう。

○様々な立場 (視野)がある事を知 りながら ,

自分の専門分野を学んでいける環境が用意

されている。



必ず しも必要 とはいわないが一

〇選べる良 さ。

○高校生の段階で本当にや りたい事を見付け

てそ こに進むことに困難。

○幅広い教養を身に付け,柔軟 な対応力を。

→ しか し現在 うま く機能 しているとはいえ

ず,改善の必要あ り。

○教官の限界を越えない範囲では引 き受ける

べき。

○流行等により特定の コースに集中す るのは

好 ま しくない。

・ 外国語 コースの教官は一般教育の負担が

大 きい。

・ 理系 コースのように文系 も定員を揃 えよ

うとする案 もあるが,減 らされ るコース

に不満 も。

:灘 ::

○色々な研究領域 に目を向けるチャンス。基

礎が しっか りしていなければ,何事にも対

応できない。

○教育 とい う点で望 ましくない偏 りを避ける

ために必要。定員は十分に幅を持たせたも

のになっている。

○問題はあるし,検討 も必要。だが普通に勉

強 していれば,ほ ぼ希望 コースに入れるは

ず。

○仕方ない。そのコースの求める能力に達 し

ていないのだから。最低限の努力は必要。

○定期的に,教授会の後,各分野の教官が自

分の専門について講演 している。

○個人的に知 り合いはいても,組織的な交流

はない。専門性を生かした上で協力 し合 う

という点は稀薄。

○コース内での交流はあるが,他 コースとは

問題の接点がない限 り交流なし。

○自分の興味・ 関心に基いたことが出来れば

総合科学部の理念に反 しない。

○他コースからの必修や選択の幅がもっとあっ

てもよい。

○必要。関連分野を体系的に学べるよう,サ
ジプルを示す責任がある。

○ある程度のまとまりはあってもよい。

○便宜的には必要だが,あ まり細かすぎるの

はよくない6

○各分野のプロフェッショナルが集 まって共

同研究を行 うとい うのが究極の理想なのだ

が,実際はなかなか難 しい。

○理系内での結び付 きは強いのではないか。

O方法論 (問題解決の方略)を身に付けてい

なければ何 もやっていけない。

「知的消費者から知的生産者へ」



棚 籐機肇聾

○理想には程遠い。 もっと要望を受け入れ ,

改革すべき。          ‐

○個人の問題意識が コースがあることで抑 え

られている。

○従来型に比べれば「 枠」を越 えているが ,

やは り小 さな「 たこ壺」の集 ま り。

○教育上有効かつ合理的な コース編成 になっ

ているかどうか問題。

O現在のスタッフを最大限に生かす ことが出

きる編成になっている。

O企業等の進める実学に対 し,大学でこそ行

うことの出来る虚学に打ち込む余裕がほし

い 。

○常に見直 し,変化 させてい くべ きだ。

○専門,教養共 に 4年間を通 じて学ぶべき。

○他 コースの授業を必修に。

○コースを越 えた研究の出来易い体制作 り。

Oコ ースをはず して 1年次から研究室に入 り,

1年毎に変更を認めては。

(自 分が何を知 りたいのか,それには何が

必要なのかが具体的にわかるので )

6現在のコニス分けの基準は,は っきりして

いない。時代に応 じたテーマを学生が自主

的に選択するのでなければ。

○専門分野の必修が少ない。選択必修制のた

め,学生が意図的に必修を避ける。

○コース分けをも

と小 さく。

・ 大 きくとは ,

広 く学ぶ (4

・ 小 さくとは ,

っと大 きく,あ るいはもっ

大 きな問題設定のもとで幅

コースの頃のように)

研究室単位 にす る。

以上インタビューの結果をまとめてみた。幅広い視野を持った個々人の養成,あ るいは多 く

の視点からのアプローチを必要とするような課題の解決に貢献できる専門家の養成と,重点を

お くところに違いがある。 しかし2タ イプ共に重要とする点は, 1人 1人 が自分の核 となるよ

うな専門の知識をしっか り身につけることの必要性である。関連性のないバラバラの知識を集

めるのではなく,ま ず自分の問題を見定めた上で広が りを持たせることである。

尚,上の 2タ イプに含めなかったものとして,学部そのものを文系と理系に分けてはどうか

という意見もあった。例えば「総合人文科学」と「総合自然科学」 といったものである。

(文責 古田 智子 )

常
¨

個人的総合科学部
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総合科学 とは一体何か。今回, コース編成

と総合科学という事で特集を組んできた。総

合科学部は社会から何を求められており,我々

はそれにどう答えたらよいのか。 この学部創

設以来の永遠のテーマで実践教育を行 うため ,

現在 7つ のコースが存在 し,平成 4年度より

8コ ース制になろうとしている。理想と実践

教育における二つのメインテーマに触れつつ

以下の話を進めていきたい。

まず総合科学部学生便覧の「 は じめに」を

見ていただきたい。そこには先代達の夢見た

総合科学部の理想像が描かれている。「既成

の枠をこえた学際的・総合的研究…」「 人文 ,

社会, 自然の諸科学を融合 し…」「広領域の

専攻による裾野の広い…」の各節が読みとれ

るであろう。これらこそが総合科学の理想で

あり精神である。総合科学部の総合科学部た

る所以である。総合科学を敢えて Integrated

Arts and Sciencesと 英訳 したのもこのため

であろう。細分化された既成の学問を融合 し

てい く事, これが総合科学の使命である。

では,実践として現在施行 されているコー

スシステムにおいて,理想が達成されている

のだろうか。確かに各 コースともコース内に

おいては一応既職 の枠を超えた学際的総合的

研究を行 ってお り, コース単体としては有機

的に機能 しているといえよう。 しかし, コー

ス間における横のつながりは皆無であり,各
コースとも閉鎖的な孤立系としての存在で し

かない。教官同志の個人的交流はあっても,

コースを超えた共同研究は決 して生まれない。

このような現状に,理想に掲げた総合科学は

存在 しない。あるのは総合自然科学,総合人

文 (社会)科学の名の付 く,あ くまで現実重視

の総合科学にすぎない。いや,理系 コース間 ,

文系 コース間にす ら殆んど接点の存在 しない

現状において,我々は本当に総合科学を実践

総合科学に明日はあるか ?

～総合科学とコース編成～

しているといえるのだろうか。

これが今の総合科学部の実態なのだ。あれ

だけ高尚な理想がありながら,何故理想と実

践が結びつかず,結果として総合科学が自然 ,

あるいは人文 (社会)と いう学問領域内の更

にせまい領域で しか行われないのだろうか。

最大の問題は,総合科学 という学問体系が

確立 しておらず,そ の革新性故にか学問の定

義と実践という二つの側面において固定的概

念を持たない点であろう。まず学問の定義に

おいて, 自然,人文,社会の調和という文理

融合型総合科学の概念と,総合人文,総合自

然という文理分割型総合科学の概念の二つが

存在する。次に学問の実践において,個人が

一つの事象について様々な学問領域から多角

的に眺める個人的総合科学 と,様々な学問領

域における専門家が寄 り集まって一つの事象

を研究 していく集団的総合科学という二つの

概念がある。 このそれぞれの側面における二

つの概念の対立は未来永劫のものであり,そ
の是非を我々が決定するのは不可能であろう。

個々人はどちらの概念であっても構わないの

だから。いわば真の総合科学という境地に達

する事は,虚空に浮かぶ雲を掴む行為にも似

ている。学生を指導する教官方がどのように

この対立から総合科学の礎を作 りだしたのか ,

我々は知 る由もない。 しか し現在,前述 した

文理融合型,個人的総合科学が「 はじめに」

に掲げられた理想に,文理分割型,集団的総

合科学が現実のコース編成にそれぞれ採用 さ

れている事に我々は注目せねばなるまい。又 ,

大学 という専門性を追求する場所で,は た し

て総合性というものが成立するのだろうか。

このような矛盾を内包tた まま総合科学部

は誕生 し現在に至っている。既存の学問体系

に対する挑戦を前提にしておきながら, この

矛盾が一向に解消されず今 日も存在 し続けて

―-14-―



つ
ノ

いる事が,理想と現実を大きく遊離させてい

る根源である。次に何故この課題が見過 ごさ

れてきたのかを,教官,学生の両面において

考えていきたい。

まず教官側について,最大の原因は総合科

学を教授すべき教官の大部分が総合科学的教

育を受けていない事である。つまり既存の学

部において育った教官達が自らの専Flに 閉 じ

込 もりがちであり,更に強い保守性故に総合

科学に対する意識,他の学問領域に対する典

味関心が希薄になりがちなためである。 コー

ス間での共同研究が具体的に動かないのもこ

の理由による所が大きい。その意味では,現
状のコース編成は総合科学的思考のできぬ教

官にとって,真に好都合なシステムであろう。

その問題点を意識する事な く, 自己中心的に

自分の探求心だけを満たす事ができるのだか

ら。

学生側の要因として,教官が与えたものを

あまりにも従順に,か つ怠惰に受け入れてき

た受動的姿勢が挙げられる。総合科学部に対

する意識の低さは勿論の事,思考すら怠って

きた事はおおいに反省 しなければならない。

更に両者に言える事だが, これまでにあま

りにも現実を重視 し過 ぎ,安易な妥協を繰
・
り

返 してきた。総合科学部は妥協の産物である

などと言 う気は毛頭ない。 しか し,創造性の

欠如 した状態に気付かぬ人間が沢山いた事は

決 して否定できまい。

結論を急ごう。現状の閉鎖的 コースの細分

化が今後 もなお続 くのならば,総合科学に明

日はない。理想と懸け離れた似非総合科学の

台頭が,や がては学部の存在意義すらも押 し

潰すであろう。ではどうすればよいか。まず ,

教官,学生一人一人が総合科学について再考

し,お互いを啓発すると共に自ら何ができる

か,何を目指すかを考えねばなるまい。そ し

て,積極的に自らが目指す総合科学を追求 し

ていかねばなるまい。また,現状のコース制

度を更に柔軟なものに改善 してい く必要があ

ろう。自らの専門を決定するのは我々である。

決 してコースという組織によって,我々の選

択権が,理想が奪われるような事があっては

ならない。
F:

最後に,現実を重視する事は確かに重要で

ある。その故には妥協 も必要な事である。 し

か し妥協とは,理想を追求 し続ける努力をし

た者にのみ許 される言葉である。怠惰な妥協

を重ね,安易な現実重視を繰 り返 してい く事

から,一体何が生まれるというのか。我々は

総合科学という幻想を憶する事なく追い続け

なければならぬ。先駆者の自覚と誇 りを持 っ

て………。

(文責 大村 尚)

私達はこの特集を通 じて様々な事を改めて

考え直 し,そ の中で素直に感 じるままを書い

たのがこのような文章となりました。 これに

ついては賛否両論様々だと思 うし,私達だっ

て全て正 しい事を書いているとは思いません。

学生の立場から教室における内部事情なんて

目に見える部分 しかわからないのだから。学

生にしても教官にしても確固たる目標を持っ

てがんばっている人は多勢いるで しょう。 し

か し皆の気持ちにそ うような文章を限られた

人数の編集部員が書ける訳はありません。私

情、私見が入っても当然の事だと思ってます。

だからそ うじゃないぞなどと反論を多 くお持

ちなら、是非飛翔委員会に顔を出して下さい。

さんざん語 り合いましょう。その上で書 きた

い事を書いて下 さい。そ うい うものがこの

「 飛翔」なのだから。

(編集部 )
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自然環境研究コース 助手

中 坪 孝 之

この 4月 に着任致 しました中坪孝之です。

東京都渋谷区の生まれで,小学校入学時に東

京の郊外の調布市という所に引っ越 してから,

この春まで同 じ所に住んでいました。

3歳 ごろから, `生 き物'に 異常に関心が

あり,小学校時代は「 ファープル昆虫記」の

影響で,い ろいろな昆虫をつかまえてきては

飼っていました。中学時代は標本を集めるこ

とに熱中 し,放課後や休 日の昆虫採集が一番

の楽 しみで した。生物学を勉強 しようと考え

るようになったのは,高校生の時, コソラー

トローレンツの「 ソロモンの指環」や「攻撃」

を読んだのがきっかけだったように思います。

早稲田大学に進学 し,生物学のさまざまな

分野に興味を持ちましたが,野外の生物に対

する関心が強かったため,生態学を専攻する

ことにしました。最初の研究は,南極で採集

されたコケ群落に着生 したシアノバクテ リア

(ラ ン藻)の窒素固定に関するもので した。

フィール ドは写真で しか見ることができませ

んで したが,そ れまで知 らなかった下等植物・

微生物の面白さ,生態系における重要性を知

るきっかけとなりました。以来,極地 。高山・

火山噴火跡地などの厳 しい環境条件下で,下
等植物・微生物がどのように生活 しているの

かということを研究テーマとしてきました。

昨年の11月 から今年の 3月 の初旬まで,南
極のキングジョージ島の中国基地へ行き,花
の咲 く植物がほとんどない, コケ類・地衣類・

藻類の世界を目の当たりにして感銘を受けま

した。生態系における微生物や下等植物の役

割に関 してはまだ十分に研究 されていないこ

とが多 く,常識が通 じないことが しば しばで

す。自分のような変わり者には向いているか

もしれないなどと思いつつ研究を続けていま

す。興味のある方はぜひ声をかけて下さい。

どうぞよろしくお願い致 します。

地域文化コース 助教授

岡 本    勝

私は 4月 1日 に地域文化 コースのアメリカ

研究に助教授 として赴任 してまい りました。

神戸に生 まれ,東京で育ち,京都 とアメリカ

のボス トンで学生時代を過 ごし,そ して10年

間の教員生活を徳島で送 ったあと,不惑 とな

る今年広島へやってまい りました。専門は社

会史を中心 とした「 アメ リカ研究」で,現在

禁酒運動の歴史に焦点を当てて研究活動を し

てお ります。何故 このテーマを選んだのかと

い う質問をよ くされるのですが,そ うい う時

はいつ も「酒が大好 きな自分にとって,ア メ

リカ人が法律に訴 えてまで飲酒を規制 しよう

と した点が非常に興味深いので……Jと 答え

ることに しています。夜遅 く,資料を読んで

いてアイデアがまとまらないときは,必ず酒

瓶 を隣に置いていろいろと考えるのですが ,

どうい うわけか頭の中で問題が整理 されて く

るか ら不思議です。そ うい う時は,飲酒は自

分にとって純粋 な研究活動の一環であると位

置づけて,ついつい深酒になって しまいます。

さて,私は大学の 2年生まで硬式野球部に

籍を置 きプレーを していま した。最近では ,

2人の小学生の息子達 とキャッチ 。ボールを

する程度ですが,その分プロ野球を見ること ,

つま り阪神 タイガ‐ズを応援す ることが趣味

にな って います。実 は,広 島へ来 るときに

「 阪神 ファンで も広島で生 きていけるのだろ

うか」 と悩みま した。思えば,学生時代に広

島球場 まで阪神の応援 に来て,つ い調子 に乗

り過 ぎて しまいタイガーズの球団旗 を 1塁側

まで振 りに行 ったところ,広 島ファンに殴 ら

れそ うになった世 にも恐 ろ しい体験を した こ

とが,そ の悩みの底にあったので しょう。私

の授業に出ている学生 さんは既 に御存知のよ

うに,私は阪神のことを話 してからでないと

どうも調子がでて こないので, クラスでは必

ず阪神を話題に しな くてはならない, といつ
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も考 えています。今のところ教壇に石が飛ん

でこないのは,多分阪神が弱す ぎて指定席の

6位 (6月 10日 現在)に落ち着いているか ら

だと思い, タイガースに感謝 している次第で

す。 1日 で も早 く,身の危険を感 じてみたい

と思 う今 日この ごろです。

「 広島風お好み焼 き」のファンになりつつ
,

アメ リカ研究の分野で教育 。研究活動に全力

投球で取 り組む決意であ りますので, どうぞ

宜 しくお願い申 し上げます。

― ― ― 一 ● ● ●

自然環境研究 コース 助教授

本 田 計 一

私は今から40余 年前,大阪で生まれました。

小学校に入学 して間もない頃から,父の転勤

に伴って何度も居所を変 り,小学校を 3校 ,

中学校を 2校経験 しました。その間,大阪と

名古屋を往復 し,そ の後は私 自身の進学,就
職で,京都に6年 ,小 田原に18年住み, この

4月 に広島にやって参 りました。 このような

これ迄の流浪の生活によって培われた習性の

せいか,同 じ所で長年暮すことはいささか苦

痛にも感 じられ,新 しい土地に対 してはいつ

も強い憧憬を抱いていました。過去から引き

招ってきた諸々の腐れ縁を一挙に精算できる

という秘かな目論見 も, この新天地を指向す

る背景に有ることは否めないようです (専 門

用語を用いて端的に換言すれば, “フリテン

をツモリナオスのは趣味に合わない"のです。)

そ してこの広島という土地にも,夢見 る少

年の如 く (今 は青春の真直中で身をやつして

います)何かを求めてやって来ました。何が

得 られるかはこれからの私 自身の生き方如何

として, まず最初の印象は, “馴染み易い街"

であり,歳 とともに進行する不感症 も手伝 っ

てか,余 り違和感は感 じていません。ただ ,

全国で屈指の道路事情の劣悪 さと,果物の流

通の悪 さは,既に私生活にいささかの暗い影

を落 しています。ともあれ, これから何が起

るか,何ができるか,ワ クワクのスター トで

す。

さて,私の研究テーマを少 し紹介させて戴

きます。私は物心がついた頃から生き物が好

きだったようで,特に昆虫には先天的にアフィ

ニティが強く,幼少の頃から虫という虫を片っ

端から捕まえていました。大学では有機化学

を専攻 しましたが,大多数の少年昆虫学者が ,

受験,就職,結婚という関門を前にして,晴々

しく虫に見切 りをつけてゆ く雄姿を横 目で見

ながらも,小 さな生き物への愛着は断ち切れ

ず,い つ しか化学と昆虫学とが結びついて,

今は特に蝶類の化学生態学に身を浸 していま

す。本格的に研究を始めてまだ10数年ですが ,

その間,防御物質やフェロモン関連物質等の

研究を行いました。現在は植物 と昆虫の相互

作用の解明に最 も力を注いでおり,産卵刺激

物質や摂食阻害物質の研究を通 して,進化や

共進化の問題にも迫ろうと企んでいます。生

来のイージーネーチャーのなせる業か, これ

以外にも色々な事に手を染めていて共同研究

者を募集 しています。化学が分 らない人も虫

が嫌いな人も心配無用。充分な配慮をしてい

ますので, 自然を科学する心を持った熱意の

有る人なら誰でも大歓迎,是非一緒に研究 し

ましょう。 S435室 を一度訪ねてみて下さい。

カッコイイ院生の I君 と可愛い 4年生のHさ

んも優 しい笑顔で迎えて くれることでしょう。
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地域文化コース 講師

長  田 浩 彰

昭和54年 4月 に広島大学に入学 して以来で

すから,私の広島暮 しももうかれこれ13年 目

に入 りました。今回,「新任」教官の自己紹

介ということで原稿を依頼 されましたが, さ

て何を書 こうかとしばらく悩みました。教官

としては,駆け出 しですが,広大は私にとっ

てまさに「古巣」であります。

ただ,文学部 。西洋史という小講座のなか

に,学部 。大学院・ 助手時代を通 しておりま

したので,総合科学部 。総合科学科 という大

講座にやって来て, まだ少々戸惑いぎみです。

最初から何を勉強するかほぼ決められている

文学部とは違い, こちらは,豊富なカ リキュ

ラムから自分の興味関心にそってコースを決

め,単位をそろえてい くということで,学生

の主体性が大きく問われることで しょう。

主体性ということで,私事ながら,留学生

として ドイツで過 ごした頃のことを思いつ く

ままあげてみたいと思います。

初めての留学の際私は,広大と学生交流の

提携のあるチュービンゲソ大学・ 歴史学部に

行きました。 ドイツの大学には,入学式 も卒

業式 もありません。アビ トウーア (大学入学

資格)を取得 して学びたい大学に入学出願手

続きをし,許可を得れば夏学期 (4月 ～ 7月 )

からでも冬学期 (10月 ～ 2月 )か らでも学業

を始められ,各学期 ごとに再登録すれば原則

的には何年でも大学にいれます。途中から別

の大学に変わることも稀ではありませんし,

公立なので授業料 もありません。 ここで「卒

業」とは,医・ 法・教育学部の学生などは,

国家試験に合格することであり,工 。経済学

部では,デイプロームという資格を取 ること

であり,文学部で教職をめざさない学生は,

マスターや ドクターの学位を取ることです。

学生は, 2つ の主専攻 (な い し, 1主専攻と

2副専攻)を選び,ゼ ミナールを通 じて単位

を揃えていきます。学業年限がないから, 自

分で律 していかなければ「卒業」までなかな

か行 きません。もちろん私は短期の留学で し

たか ら ドイツで「 卒業」す ることはなかった

わけですが,同 じゼ ミで学んだ学生たちが当

初わ りと大人に見えたことを覚えています。

もちろん ドイツの学生 もよくパーテイーなど

をやった り, よく遊びますからご心配 な く。

総科の学生 さんたちも, よく学びよく遊ぶの

で しょうから,そ の中で, 自分が何を求める

かといった主体性のある,な い し,それをさ

が し求める人たちとおお く巡 り合 っていきた

い, とい うのが今の私の願いです。
＼ v
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数理情報科学コース 助教授

宮 尾 淳 ―
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広大工学部を卒業 し,大学院工学研究科博

士課程前後期を修了 し,工学部を経て, この

度総合科学部に赴任 してきた生粋の広大人で

す。そのため,行 き止まりと段差だらけの建

物構造や半地下教室 も懐か しく,奇異な感 じ

はしません (と いうのは嘘でやはり変です)。

私の研究テーマはコンピュータのソウトウェ

アに関連するユーザインタフェース, リアル

タイムソフ トウェアなどの開発技法とそれら

に用いる効率の良いアルゴリズムの開発です。

特に,プ ログラム記述や動作に視覚化を導入

してプログラム開発の生産性と信頼性を向上

させることや,組合せ最適化問題における多

項式時間アルゴリズムの開発に興味をもって

います。

さて, この 1カ 月あまり,学生の皆さんヘ

講義をした感想ですが,で きるだけ楽をして

単位をもらおうという基本的な学生気質は昔

から変わ りませんが,興味のあることはとこ

とんやるという学生が少なくなったように思

います。皆さんから見ると面白くない講義 も

あると思いますが (私の講義はさぞ退屈でしょ

う),皆 さんが教えてもらお うという考えを

逆にし自分で学ぼ うとするとずいぶん印象が

異なるはずです。要するに,座 して待つな,

自分で学べ,極端に言 うと教官の知識を盗め

とい うことです (決 してコンピュータに不正

ログインして盗まないで下さい)。

辛日の話はこれくらいにして, もしコンピュー

タに関 してわからないことがあれば,私の研

究室に遊びに来て下さい。以下のように対応

します (case文で書 き換 えよとい うプロ通

の演習問題ですから,本気にしないように。

また,標準文法では直接書 き換えられないと

か,字下げ (indentation)が 狂 っていると

か,言わないように)。

if暇がある then付 き合います

else ifお菓子を持ってきている

then喜んで付き合います

elsc ifオ ーディオに造詣が深い

then男りの話を しましょう

else ifお酒を持 ってきている

then数時間付 き合います

(酒 は弱い)

else追 い返 します ;

れ

ｎ

ｄ
に

ン

向
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1年生が 4月 に入学 してきてはや 6ヶ 月。そ うもう半年 もたって しまい,す っ

かり大学生活にも慣れた事で しょう。その半年の間に様々な行事がありました。

そこで今回は,入学式,新歓 コンパ,オ リキャン, ソフ トボール大会の 4つにス

ポットをあてて 1年生の感想を聞いてみる事にしました。

中 島 英 紀

私は入学式であやまちをおかして しまいました。面倒 くさが りな性格の私は「 たか

が大学の入学式」と横着にも考え,普段着で出席 して しまったのです。

平成 3年 4月 8日 ,広島サンプラザで広島大学入学式がおこなわれました。会場へ

と向かう新入生と保護者の流れの中で, 自分の格好を悔みつつも,入学式の規模の大

きさに感心 していました。そ して,サ ークル勧誘の花道では不幸中の幸いか,普段着

のおかげで新入生と思われず,た くさんのビラを押 しつけられるということはありま

せんで した。

実際の式のほうは,型通 りに始まり型通 りに終わ り,感銘をうけるようなことはあ

まりなかったように思います。ただ,一つ驚いたのは大学歌が存在 しているというこ

とで した。古い大学には歌があるのは知っていましたがまさか広島大学に歌があると

は思ってもみませんで した。やはり,歌は集団の象徴として必要とされるものだと改

めて感 じました。

式後のサークル紹介では,そ のサークルの種類の豊富さに驚きました。私の高校で

は文化系クラブよりも体育系 クラブのほうが数が多かったということもあり,特に文

化系サークルの多さに「さすが大学だ」と思わず納得してしまいました。しかし,あ

れだけの数のサークル紹介をいっぺんにやってしまおうというのは,少 し無理があっ

たような気が します。あま りに底な しに続 くので,新入生は紹介の途中でだんだんと

席を立 って しまい,最後のほ うの紹介のときにはまば らにしか残 っていませんで した。

私はいちお う最後 までず るず ると残 って見ていたのですが, ようや く終わったときに

は「 疲れた」の一言で した。

こうして,有意義な入学式 を体験で きた私は,あ る想いを胸 に家路についたので し

た。

「 卒業式にはスーツを着 るぞ」

ゝ
ψ

W
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新 歓 コ 〕利 傾 Jノ ハ
    古 田 智 子

一番強 く感 じたのは,「新入生を楽 しませ よう」 とい う02の方々の意気込みです。

本当に元気で輝いていま した。特に最後の「 安芸の国」の合唱の時には,「 これから

何か始 まるな」 と感 じられました。

ついこの間 まではあちこちの県に散 らばっていた全 くの他人 どお しで,共通点 とい

えば同 じ年に広大総科に入 ったこと ぐらいであるのに,そのたったひとつの共通点の

おかげで今 こうして何の抵抗 もな く話 しかけることがで きるとい うのは,な んだかお

か しなものだなあなどと思 っていました。

とい うわけで,私は参加 してよからたと思 っているのですが,気にかかったことも

1つ あ ります。それは,ホ テルに会場を借 りた立食パーテ ィーとい う「 場」 と, コン

パの内容 とが,な んとな くち ぐは ぐな気が したとい う点です。私 自身,パ ーテ ィーの

マナーについて知識があるわけではあ りませんが,立食パーテ ィーとい うのは,お皿

を持 って 自由にテーブルをまわ り,い ろいろな人 と和やかにお しゃべ りを楽 しむ, と

い うのが本来のあ り方だろ うと思います。 もちろん形式にとらわれる必要があるわけ

ではあ りません。でも,「世界 にはばた く総科生」としては,せ っか くのこのような機

会に,世界に通用す るマナーを身につけていきたいものだと思 うのです。食べば じめ

たかと思 うと一気にたい らげて しまった り,一気飲みを した り等々,楽 しくて親 しみ

がもてていいのですが,それはまたそ うした楽 しみ方をす る「場」ですればいいのです。

「 場」に応 じて,ス マー トに振 るまった り, ワイワイさわいだ り,の んび りくつろ

いだ りと色々に変身で きるようにな りたいと思います。 これは私 自身がこうあ りたい

とい う理想です。

とはい うものの,実際のところとて も楽 しく過 ごさせて もらいま した。少 し高揚 し

た気分で した。 どうもあ りがとうございました。

し
´

ノ

オ リキ1    イ リ ヤ ヤ ン
      井戸田 典 子

私は風邪をひいた。はっきり言 って,あんな時期に野外キャンプなんて無謀である。

思いっきり遊んでやろ うと思 っていた ゴールデンウィー クの前半は,高熱に うなされ

て身動きがとれなかった。ようや く起 きられるようになった後 も足がふらついて,か
なり怖かった8初めからゴニルデンウィークに帰省するつもりはなかったけど,隣 り

もその隣 りも,そ のまた隣 りも,下宿の人たちがみんな帰省 しちゃって,独 りで寝込

んでるのって,ち ょっと言葉 じゃ言い表せない程,つ らい。どれもこれもみんなオ リ

キャンのせいだ, とは思ってもなかなか憎めないのが, このオ リキャンかもしれない。

旅にしろ,何かのイベン トにしろ,準備期間が一番楽 しいって言 うけど,私は何か

ある度にそ う思 う。今回も,オ リキャンよりその準備の方に醍醐味があったように思

う。大学は人生の夏休みだとか,大学生は遊びすぎだのと聞かされていた。それがど

の程度のものなのかっていうのは,今だに謎なんだけど,そ の一部を垣間見せて くれ

たのもオ リキャンだった。顔合わせ当日の鍋会に始まり,カ ラオケ 。ボー リングと遊

びまくり,そ の間を縫 うようにして,夕食 。朝食のメニューを決め,衣装を作 り,買
い出 しに行 き, しかも授業に出る。大学生ってものすごくパワフル。あれがたった一

週間の出来事なんて信 じられない。それに,あ の売れっ子アイ ドル並みのスケジュー

ルをこの私でさえこなすことができたなんて,思い返すと妙に感動する。「成せば成

る」という私の好 きな名言を地で行ったような一週間だった。 しか し,何にも増 して

うれ しいのは,友達が増えたこと。オ リキャンがなかったら,恐 らく知 り合えなかっ

ただろう人たちと仲良 くなれたっていうことは本当にうれ しいし, これからもずっと

友達でいられたらいいと心から,思います。



ソフ トボ ル大会

野見山 次 郎

鉛色の空,地面は未だ少 し湿っている。つい数時間前まで雨が降っていたのは確か

である。朝 9時,電話の音に日覚めた私は,そ の時の時間と集合時間 8時 との差 1時

間を考えながら受話器をとった。昨 日,夜遅 くまで騒いだ仲間からのモーニングコー

ルであった。それから遅れること30分にして学校に着いた時,幸いにも私のチューター

の試合は始まっていなかった。

私たちのチームの戦い振 りを紹介 したいところだが,か くいう私自身よく覚えてい

ない。ただ,敗者復活戦を含め 2試合とも02,03の 先輩方と戦い,力 の差は確実であ

ることと,先輩,教官方の偉大さを悟 ったのであった。そ して,チ ームの面々の中に

は, どこのチームにも負けない人間が数人いた。 しか し,彼 らは他のチームにいわゆ

る「助 っ人」として出向 し活躍 したのだが,自 分達のチームでは……という皮肉な結

果に終わって しまったのである。

勝ち敗けを気に しない私たちのチューターはそれから昼食に入った。同チューター

の女子が作って くれた弁当である。実家を離れて以来,ま ともな飯をあまり食べてい

ない私は涙を流 さないまでも感謝 して食べたのであった。

同 じチューターの中での知 らない人と食事をしながら話を したり,親睦会で先輩方

と話を した りと総科 ソフ トボール大会は,単 にソフ トボールだけでなく,人間的なつ

ながりをより強 くするもののように思われた。 この日は,私たち03に とって,総科の

ある一面を知る良い機会であった。

ヽ v

、//

fO(

／ヽ＼
○

ヽ

―

」 _

―

″
t'

、
二

`ニ

ニ ::: [~

「|=´´́´́

ダ

―-22-―

へ



研 究 室 紹 介

今回は,い つものように特定の研究室を紹介するのではなく,全 コース全教官の研究室で今 ,

何が行われているのかを皆に知ってもらう為にこのような形式で行いました。但 し昨年の沼田

研修の資料を参考としましたので多少の変更があると思いますがその点は御了承下さい。又 :

教官の方々,御意見・御不満がございましたらどうぞ飛翔委員の方までお申し出下さい。

学生の皆さん,当然ですがこの表に記載している事が教官方の研究内容全てではありません。
自分のやりたい事が何なのか,そ してその為にはどのコースで,どの教官に教わればいいのか,

それを確かにするには自分の足で教官に話を聞きに行く事です。この表はその手掛りにすぎま
せんので……あしからず。

(地域文化 コース)

講 座 等 教 名官 目題究研

日 本 研 究

″

″

″

″

″

″

″

″

アジア研究

″

″

″

″

″

″

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

講 師

講 師

助 手

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

講 師

講 師

朝 倉   尚

永 尾 章 曹

村 上   誠

頼   棋 一

樫 原   修

佐 竹   昭

中 山 富 廣

柳 澤 浩 哉

澤   宗 則

小 林 文 男

藤 井   守

楠 瀬 正 明

嶋   陸奥彦

高 谷 紀 夫

山 尾 政 博

吉 村 慎太郎

禅林における文学の研究

日本語表現論

経済立地と経済地域に関する研究

日本近世思想の研究

日本近代文学の研究

日本古代における中国文化の受容の史的研究

日本近世史の研究

日本語教育,修辞学

都市近郊野村の地域社会変容

近代 日中関係の研究,現代中国論,平和学

中国文化論,中国古典文学研究

中国の立憲運動とナショナ リズム

文化人類学 。東アジアの伝統的社会組織

文化人類学 。東南アジア大陸部の宗教 と社会

東南アジアの経済開発

イラン民族運動と国際関係
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講 座 等 教 名官 目題究
一研

アジア研究

ヨーロッパ研究

″

″

″

″

″

英 米 研 究

″

″

″

″

″

″

″

助 手

教 授

教 授

助教授

助教授

講 師

助 手

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

講 師

助 手

，ル

信
　

純

　

子

ソ
ラ

ヤ
。

士
口
　

正
　

藤

ジ

ブ
ラ
ヤ

田
　

嶋

　

幡

ハ
シ

マ
ケ

一戸
　

福

　

木

レヴィ
アルヴァレス,ク ロード

長 田 浩 彰

渡 部   望

佐 藤 信 行

志 郵 晃 佑

友 田 卓 爾

米 田   巌

鹿 野 忠 生

岡 本   勝

田 原 光 広

大 山 茂 之

南アジアの農業開発

フロベールを中心 としたフランス近代文学

ドイツ近代文学, ドイツ大衆文化

古代イスラエル宗教思想

戦後の日・仏の組織 と経営についての比較研究

ドイツ第二帝制期以降のユダヤ人問題

フランス近代文学

インカ帝国とその子孫等現在の生活実態を明らかにする

19・ 20世紀アメリカ合衆国の政治史・ 社会史

イギ リス近代史, とくにピュー リタン革命史の研究

イギ リス文明圏の比較地域学的研究

アメリカ経済史 ,と くに貿易。関税問題の歴史学的研究

アメリカ合衆国の社会改革運動

イギ リス近代文学

イギ リス・ ロマン主義時代の文学批評

(社会科学 コース)

講 座 等 教 名官 目題究研

社会文化研究

″

″

″

″

″
　
　
　
″
　
　
　
″

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

伊 藤 護 也

甲 斐 祥 郎

芝 田 進 午

高 崎 禎 夫

田 村 和 之

富 井 利 安

中 峯 照 悦

日南田 静 員

舟 橋 喜 恵

法社会学

労働関係法

現代社会学,社会科学方法論 ,

経済統計論

行政関係法

損害救済法・ 環境法論

労働の機械化の歴史

比較社会経済史, とくにロシア

18世紀スコットランド啓蒙

核時代・反核文化論
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講 座 等 教 名官 目題究研

社会文化研究

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

舟 場 正 富

秋 葉 節 夫

鰺 坂   学

岩 田 賢 司

奥 村 和 久

中 逮 啓 示

西 澤 信 善

松 岡 俊 二

水 島 朝 穂

森   利 一

安 野 正 明

市 川   浩

材 木 和 雄

片 岡 直 樹

長 沼 信: 之

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

講 師

講 師

助 手

助 手

現在地域開発論

階級 。階層理論

地域住民組織 。現代都市

ソ連の内政力学と外交との関係について

国際産業論,EC経 済論

戦後東アジアの国際関係,ア メリカ外交史

発展途上国の経済開発

多国籍企業論,環境経済論

平和憲法, ドイツ及び日本の軍事法制の研究

南アジアの国際関係

ヨーロッパ現代史

戦後 日本の技術政策, ソ連技術史,技術論

産業民主主義・組織論・ 労働態度研究

水法論,公害・ 環境法論,中国法論   ‐

社会調査,労働者調査

(人間文化コース)平成 4年度開設予定。尚、構成員は検討中。

講 座 等 教 名官 目題究研

比較文化研究

″

″

″

″

″

″

現代t/4ヒ研究

″

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

教 授

教 授

金 田   晉

水 島 裕 雅

青 木 孝 夫

国府寺   司

古 東 哲 明

高 橋 憲 雄

原   正 幸

稲 田 勝 彦

小 島   基

芸術の比較研究の方法と実際を具体的作品に即して研究

日本文学 とフランスを中心 とする西洋文学の相互交流

美の本質と芸術の意義を具体的にまた美学的に探究する

西洋近代・ 現代の美術史および建築史

現代哲学の諸問題と宗教思想研究

古代ギ リシャ思想,現代倫理学

人間と音楽の本質についての哲学的探究

アメリカの.詩
と批評

現代国際文化交流論,比較文学研究,(東洋と西洋 )
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講 座 等 教 名官 目題究研

現代文化研究

″

″

″

″

″

″

″

　

　

　

″

　

　

　

″

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

講 師

武 田 智 孝

檜 山 久 雄

山 本   雅

石 川 達 夫

齋 藤 忠 資

佐 藤 正 樹

中 村 裕 英

西 村 雅 樹

三 木 直 大

村 瀬 延 哉

臼 井 雅 美

カフ:力 研究,キ ェルケゴールやニーチェとのかかわりで

魯迅と漱石― 日中近代化の比較

アメリカの19。 20世紀小説研究,特に文学と社会の関係

ロシア・ 東欧の文学と思想,文化記号論と文芸理論

神秘思想の研究

ドイツ演劇史,風俗犯罪と ドイツ文学

現代批評とシェイクスピア

近 。現代のオース トリアと ドイツの文化

20世紀中国の詩 と小説

フランス演藤1,17世紀 フランスの社会文化と文学

英語圏の女性作家とフェミニズム

(外国語 コース)

＼ v

講 座 等 教 名官 目題究研

証英

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

伊 藤 詔 子

岩 倉 國 浩ヽ

沢 田 和 夫

高 橋 規 矩

田 村 一 郎

藤 本 黎 時

安仁屋 宗 正

安 部   剛

飯 田   操

伊 藤   保

井 上 和 子

今 里 智 晃

上 原 麻 子

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

アメリカ文化・ アメリカ文学

英語統語論 。現代言語理論

T.S.エ リオットの宗教思想

シェリーの詩 と批評について

シェイクスピアの劇 とソネ ット

アングロ・ アイ リシュ文学研究

カテゴリカル統語理論

異文化間 コミュニケーション

シェイクスピアの劇

ヴァージニア・ ウルフについて

文の意味表示について

英語辞書の発達

異文化間 コミュニケニション
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講 座 等 教 名官 目題究研

五
英

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ド イ ツ 語

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

フ ラ ン ス語

″

″

″(ス ペイン語)

要  田 圭 治

小 林  ひろ江

ゴールズベ リ,

ピー ター・ A.

佐 野 真 樹

鈴 木 誠 一

西 田   正

樋 口 昌 幸

山 田   純

リナート,キャロル

谷 本 秀 康

岡 崎 忠 弘

小 野 光 代

嶋 屋 節 子

田 中 真 造

福 居 和 彦

春 日野 省 三

北 里 和 則

コジマ。ルー
,

クリスティル″W^ローレ

竹 島 俊 之

田 中   暁

丹 治 信 義

本 田 和 親

熊 澤 一 衛

内 藤 陽 哉

井 口 容 子

杉 浦   勉

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

講 師

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

教 授

教 授

講 師

助教授

英国小説研究と英国文化史

日英文章構造の違いについて

アリス トテレスの弁証法について

日英語の対照研究,理論言語学

古代ゲルマン頭韻詩韻律構造の史的発展について

外国語としての英語の読みに関する心理言語研究

中世英語 。英文学

読語過程 (日 本語 。英語 )

外国語としての英語を教えるための応用言語学

日米語同時通訳技法

「 ニーベルソゲンの歌」の研究

ドイツ語の歴史, ドイツ標準語の成立

ドイツ・ ロマン派の文学および芸術理論

宗教改革史     ‐           ‐

ドイツの民間信仰

教養小説,伝記文学

ドイツ中世文学

ドイツ・ ロマン派の作家

ギリシャ語 。ドイツ語対照研究

トーマス・ マン研究

20世紀の ドイツ・ スイス文学

現代 ドイツ文学

フローベルとヴォルテールの研究

ブルース ト研究,翻訳論

フランス語学    ‐       1

スペインおよびラテンアメリカの文化



講 座 等 教 官 名 研 究 題 目

三
中

国

　

″

中

ロ シ ア 語

助教授  小 川 泰 生

助教授  郭   春 貴

教 授  米 重 文 樹

中国語と日本語の対照研究

現代中国語の文法

ロシア語学

(数理情報科学コース)

講 座 等 教 名官 目題究研

漸 薇

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

基礎科学研究

″

″

″

″

″

″

″

″    |

助教授  間 瀬   茂

助教授  宮 尾 淳 一

助 手  石 原   哉

教 授  板 野 暢 之

教 授  江 口 正 晃

教 授  西 浦 廉 政

教 授  水 田 義 弘

教 授  吉 田   清

教 授  吉 田 敏 男

助教授  阿賀岡 芳 夫

li[ I I E II

人工知能における推論,学習,情報化社会論

ランダム現象の解析,エルゴー ド理論

実験計画法

統計学およびその応用に関する研究

最適制御理論,微分ゲーム理論と応用,情報処理学

計算機 システム,計算機援用設計

ソフ トウェア基礎理論

数理統計学およびその応用

システムプログラム,計算幾何学

数理統計学,平面点過程理論

視覚化言語によるプログラミング開発環境

構成的な数学およびプログラミング

超関数論 とその応用

等質空間上の調和解析

非線型解析

ポテンシャル論

函数解析 と偏微分方程式

位相幾何学

微分幾何学

可換環論

二次形式論

ν
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講 座 等 教 名官 目題究研

基礎科学研究

″

″

″

助教授  加 藤 久 男

講 師  宇佐美 広 介

助 手  関 根 光 弘

助 手  和 田 涼 子

シェイプ理論・連続体理論

微分方程式論

位相幾何学

函数解析

Vノ
/

ψ
″

(物質生命科学コース)

講 座 等 教 名官 目題究研

情報行動基礎研究

″

″

″

基礎科学研究

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

天 野   責

渡 邊 一 雄

清 水 典 明

河 原   明

大 林 康 二

好 村 滋 洋

永 井 克 彦

檜 原 忠 幹

藤 井 博 信

松 田 正 典

渡 部 三 雄

宇田川 員 行

内 海 和 彦

高 畠 敏 郎

武 田 隆 義

竹之内 勝 美

田 村 剛三郎

星 野 公 三

浴 野 稔 一

荻 田 典 男

教 授

助教授

講 師

助 手

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助 手

助 手

両性類の発生・分化機構,変態期における肝細胞の分化

細胞増殖,細胞分化の調節機構

ヒ ト血液細胞の分化に関する分子細胞生物学的研究

細胞分化のホルモンによる調節機構

物質の レーザー分光・ 極低温物理

先端機能性材料の構造と物性

超流動,超伝導等の低温物性理論

核磁気共鳴による物質の磁気的性質の研究

先端機能物質の開発とその基礎物性の研究

高エネルギー物理学(素粒子の強い相互作用の理論研究)

液体およびアモルファス物質の構造と物性の理論

超低温物理・ レーザー分光

低温度の分光学的研究

超伝導および重いフェル ミオン物質の開発

先進材料物質の構造と物性の研究

流体の運動と拡散,電磁流体力学

半導体物理学

液体およびアモルファス物質の構造 と物性の理論

酸化物高温伝導体の研究

極低温物理 。物質の レーザー分光
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講 座 等 教 名官 目題究研

基礎科学研究

″

″

″

自然環境研究

″

″

″

″

″

″

″

助 手

助 手

助 手

助 手

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助 手

小 島 健 一

嶋 原   浩

瀬 戸 秀 紀

細 川 伸 也

岡 野 正 義

武 森 重 樹

山 下 和 男

赤 堀 興 三

小 南 思 郎

播 磨  裕

深 宮 齊 彦

山 崎   岳

核磁気共鳴による物質の磁気的性質の研究

強相関電子系の磁性 と超伝導の理論

構造相転移に伴 う多様な現象の研究

半導体物理学

生物活性を有する天然有機化合物の構造と活性との相関

ステロイ ドホルモン生合成の分子機構

光・ 電子変換,光情報記憶・表示機能材料の開発

光合成における光エネルギー変換機構の研究

ステロイ ドホルモン生合成電子伝達系の膜再構成系

機能性有機分子材料の研究開発 :基礎物性 と応用

生物活性を有する天然有機化合物の構造と活性との相関

ステロイ ドホルモンの生合成機構

＼ v

(自 然環境研究 コース)

講 座 等 教 名官 目題究研

基礎科学研究

自然環境研究

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

助教授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

成 定   薫

倉 石   晉

佐 田 公 好

高 橋 史 樹

坪 田 博 行

根 平 邦 人

林   七 雄

福 岡 義 隆

堀 越 孝 雄

於 保 幸 正

開 嚢 一 郎

日下部 員 一

科学の制度化に関する比較研究および環境思想史

植物ホルモンおよび細胞壁の環境による変化

微古生物に基づく層位学的ならびに地域地質学的研究

生物群集の動態に関する応用生態学的研究

海水の流動と物質の循環

森林構成植物の比較生態とコケ植物の比較生物学

生物間の化学交信物質

盆地及び海岸の都市気候に関する熱収支的研究

攪乱地の微生物の生理・生態学

変成岩及び非変成岩の地質構造形成史

地中水・ 蒸発散に関する水文・気象学的研究

生物の適応進化に関する集団遺伝学及び分子進化学
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講 座 等 教 名官 目題究研

自然環境研究

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

講 師

講 師

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

櫻 井 直 樹

佐 藤 博 明

富 樫 一 巳

中 越 信 和

中 根 周 歩

藤 原 膜多夫

堀   信 行

本 田 計 一

海 堀 正 博

早 瀬 光 司

古 賀 章 彦

設 楽 惣 助

高 橋  日出男

竹 田 一 彦

中 坪 孝 之

児 子 修 司

原   茂 樹

植物の生長・ 分化におよぼす環境要因の役割

火山岩の生成過程

森林の生物群集の動態,特に森林に住む昆虫をめぐって

種個体群・生物群集の生態 と植生景観の解析

生態系 とその攪乱地の物質循環 ;リ モー トセンシング

環境試料における微量元素・物質の計測法の開発

第四紀環境変遷と地形発達及び土地の環境地理学的研究

動植物の生活に関与する信号化学物質

土砂災害の発生機構と防止 。軽減対策

水圏有光層に於ける有機・ 金属錯体の地球化学的研究

生物の適応進化に関する集団遺伝学及び分子進化

微生物無機窒素代謝の生理・生化学的及び生態学的研究

東アジアの梅雨に関する総観気象学的研究

高感度分光分析法の研究開発および環境試料への応用

各種荒原の植物・ 微生物の生理生態学

古生代の生層序と地史

生物個体間に作用する活性物質

(生体行動科学 コース)

υ

V′

講 座 等 教 名官 目題究研

情報行動基礎研究

″

″

″

″

″

人間行動研究

教 授  内 山 敬 康

教 授  重 中 義 信

助教授  上 領 達 之

助教授  田 所 佑 士

助 手  田 中 琢 磨

助 手  平 野 哲 男

教 授  上 里 一 郎

ヒト血液細胞の分化,増殖,機能発現の制御

細胞骨格の微細構造と細胞運動の研究

細胞内小器官の形成とそれを調節する遺伝子の働 き

物理化学,生体高分子集合機構論

生体高分子の物理化学

ヒト血液細胞の分化,増殖,機能発現の制御

人間行動のセルフコントロール,異常行動の機制と治療
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講 座 等 教 名官 目題究研

人間行動研究

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

保 健 体 育

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

講 師

助 手

助 手

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

講 師

講 師

助 手

黒 川 正 流

小 林   惇

生 和 秀 敏

堀   忠 雄

宗 岡 洋二郎

安 藤 正 昭

西 村 良 二

林   春 男

藤 原 武 弘

坂 田 省 吾

洲 崎 敏 伸

林   光 緒

菊 地 邦 雄

小 村   尭

調 枝 孝 治

難 波 紘 二

西 田 芳 郎

荒 井 貞 光

笠 井 達 哉

楠 戸 一 彦

新 畑 茂 充

橋 原 孝 博

山 崎 昌 廣

小宮山 伴与志

和 田 正 信

入 澤 雅 典

集団の人間関係 とリーダーシップの効果の研究

動物の運動・ 行動の神経生理学的基盤

不安の発生と解消のメカニズムに関する実証的研究

睡眠脳波の情報処理,行動のウル トラディアン周期変動

神経情報伝達物質の生物学的研究

動物の環境に対する適応の仕組を明らかにする

精神病理からみた自我形成の生物学的,心理社会的研究

災害時の人間行動,都市化社会の人間関係

コミュニケーション過程に関する社会心理学的研究

動物の時間知覚に関する生理心理学的研究

単細胞生物の微細構造と細胞生理学

日中の眠気における精神生理学的研究

骨格筋の発達 と筋カ トレーニングの運動生理学的研究

中高年者の運動処方に関す る研究

運動学習の研究

リンパ節のがん (悪性 リンパ腫)の研究

原形質の流動に関す る生理学的研究

人間・社会とスポーツとの望ましい関わり方の研究

随意運動機構の運動学的および運動神経生理学的解析

ドイツ中世後期の都市におけるスポーツ

長距離走,マ ラソンにおける トレーニングの最適化

バ レーボールに関する運動学的研究

身体障害者の体力医学的研究

運動調節の脊髄機構およびその発達運動学的研究

運動による筋肉タンパク質の変化

水泳に関する運動学的研究

ヽ
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講 座,等 教   官   名

保 健 体 育

″

助 手  麿 井 祥 未

助:手  高 橋 裕 美 運動による酸素運搬・ 利用系の変化

(学生相談室)

講 座 等 教   官   名 研 究 題 目

助 手.=岩 村   聰

助 手  大河内 浩 人

カウンセリング,ェ ンカウンター・ グループ

心身が リラックスする方法の研究

(平和科学研究センター)

υ

υ

講 座 等 教   官   名 研 究 題 目

教 授  松 尾 雅 嗣

講 師 .佐 藤 幸 男

助 手  田 村 佳 子

言語的差異と不平等の分析
‐

現代国際紛争の分析と南北問選

労働者教育,女子労働者教育
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総科サ‐クル

大集合っ〃

総科 バ ドミン トン

～さぁさみんなでピーヒャララ～

毎週水曜と金曜の 5時 ごろから, メンバー

がぞろぞろと中スポヘ集まって,混みあうコー

トを 2～ 3面占領してバ ドをします。ラケッ

トやシャトルを貸 してもらえるので,気軽に

参加できます。気合の入った試合もします。

手軽にできて,かつ奥が深いバ ド。ここでは

初心者も経験者も一緒になって,好きなよう

に自分のバ ドを楽 しみます。また,中スポを

出たあとのアフターバ ドは,親睦を深める時

間。みんななかなか帰りません。こんな総科

バ ドも着実にレベルはアップ。一昨年は惨敗

した秋の学内大会も,昨年は敗者復活優勝な

ど, トーナメントの下の頂点を独占し,勝利

のクッキーに酔い しれました。今年は夏の

(強化 ?)合宿も四国で行ない,秋を迎えて

ますます盛 り上 りそうな総科バ ドです。

総 科 バ ス ケ

総科バスケ,いいかげんなサークルである。

しかし,総科のサークルの中では一番歴史の

ある由緒正 しき(?)サークルなのではないだ

ろうか。

最近では総科と名乗るのは不適切なサーク

ルになりつつある。教育学部がいたり,高校

生がいたり,工学部が増えてきたり…。だが ,

バスケをやろうという奴等が集まってきてい

ることに変わりはない。 (中 には練習には来

ずにコンパ要員として所属 している奴もいる

のだが…。)

練習日は月曜と木曜。時には10名揃わない

こともある。雨の日はまず間違いなく揃わな

い。こんなサークルが何故今だに存続 してい

るのか不思議だ。

総 科 バ レ ー

4年前に発足 した総科バレーは,毎週 2回

水曜と金曜に放課後中区ネポTツ センタTで

活動 しています。毎週参加する人数は18～24

人 ぐらいで, 6人チームが 3～ 4チームつく

れます。活動内容は,た だ身内で和気あいあ

いと試合をするだけです。中区スポーツセン

ターは利用者がとても多 くてバレーを 1時間

しかできなかった り,予定 している開始時間

に始められないこともありますが,み んな楽

しくバレーをしています。夏には合宿も行い

ます。でもその合宿でバレーをする時間はほ

んの少 ししかないのは気のせいです。秋には

広大の体育館で行われるフェニックスバレー

に参加 して自分達の実力を試 しています。普

段練習をほとんどしていないので実力は想像

つ くで しょう。冬にも合宿を行います。でも

その合宿でバレーを全然せずにスキーばか り

しているのは気のせいで しょう。このように

バレー好 きのいろんな性格で遊び好きの仲間

がいる総科バレーは楽 しいサークルですよ。

ボンビーギヤルズ

総科ソフトの季節になると突如として彗星

の如く現れてくるのが我らがボンピーギャル

ズである。妙に元気な01の女子で構成されて

いるのだがメンバー全員が揃 うのはなかなか

難しい。練習場所もとれたりとれなかったり

でなかなか定まらないし,練習日も毎週土曜

、 は大体行 うのだが,その他の曜日はメンバー

の都合でなかなか行えないという実態である。

しかしそれでも総科ソフト前の皆の情熱といっ

たらものすごい。弾丸強烈ノックをうけなが

ら至る所に青アザをつくりながらもすくっと

立ち上がる。体でボールだってとめちゃうん

だぞ―。 (と いってもグロープに入らないだ

けなんだけどねぇ。)と いう調子で私達は頑

張っているという訳なのだ。わっはっは一。

しかしやっばり女の力には限界があるのか

な一と,ひ しひしと感 じる事も多いけど,そ

れでもやらねば。12点のハンデをもらいなが

ら (皆な, ごめんね―)ボ ンピーギャルズは

突き進むのである。



ソフ トボール大会の報告

去 る 6月 9日 に,春季 ソフ トボール大会が

催 されま した。前 日までは梅雨 とは思えない

程の好天が続 きました。が, 9日 は朝か ら小

雨模様。それ もそのはず,天気予報 では ,

「 降水確率50%」 (こ っ この 日に限 って ,

そんな一。)おかげで, 8時30分 にプレイボー

ル したものの試合を始める間 もな く雨が激 し

くなって きて,「一時中断」 このまま中止に

なるかと思いきや,私の, じゃなかった総科

生の思いが天に通 じたか, 9時位には雨 も上

んで,絶好の ソフ ト日和 とな りました。

さて,試合の方はとい うと,去年 と比べて

1年生が活躍 したようです。 7チ ーム中 3チ ー

ムが 1回戦を勝ち抜いたんだから,す ごいも

んです。特にチュター③ チームなんかはおも

しろい。朝 1番の試合で,他の コー トが雨で

試合を始められない うちに,「勝ち」を決め

て しまいました。不戦勝です。相手チームが

9人 いなかったんです。私のいたチームなん

ですけどもね…。

ここで,そ の「 02物生」のその後をみてみ

ましょう。まず 9人そろっての 1回戦 (と いっ

て も敗者復活の)は「 M環境」で した。 この

チームはシー ドで したが,強い「 01生体」の

ちの優勝チームと対戦 して負けてきたのです。

結果は私のいたとこが勝ちました。 といって

も同点のまま時間切れとな リジャンケンでで

す。 このジャンケンでは某人物が大変活躍 し

ま した。 2回戦になると,み んな調子がでて

きて,相手の「 Ml物生」 と乱打戦 を展開 し

たとで もいっておきま しょうか。 ところが結

果は,ま た同点。 また ジャンケ ン。「 Ml物

生Jの方 が 3回 戦へ行 きま した。 この「 Ml

物生Jは結局,敗者 トーナメン トの決勝戦ヘ

行 き,「01物生Jと すば らしい試合を して優

勝 しま した。おめでとうございます。そ うい

えば今から思 うと,「02物生Jと の試合では ,

同点 とはいえ強かったですか らね ぇ―「 Ml

物生」は…。

おっと,す っか り自分のいたチームのこと

ばか り書いて しまいました。

ここで,正規 トーナメン トの方の決勝戦で

ある「 01生体」vs「02生体Jを みてみま しょ

う。 まずその前に軽 く 1回戦か らの得点など

をみると,「 01生体」は 1回戦15対 3, 2回
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戦10対 1, 3回戦10対 5,準決戦の 4回戦16

対 12と , さすが決勝進出とあって他をよせつ

けない圧勝が 3回戦 まで続 き 4回戦 も高得点

をあげています。一方「 02生体」 も, 6対 3,

9対 7, 7対 2, 8対 6と 順調 に勝 ち進んで

来ました。これだけの 2チ ームがやるだけあっ

て,試合はとて もレベルが高 く, ファインプ

レーも続出で,エ ラーもほとんどないとい う

まさに自熱 した戦いで した。 5回 の裏「 01生

体」 3対 4でむかえながらも, レフ トオーバー

の「 さよなら」。 5対 4で「 01生体」の優勝

です。おめでとうございます。本当に素晴 し

い試合で した。

③ この決勝戦が終わった後 も試合を している

所があ りま した。 3-4位 決定の「教官チー

ム」対「 ボンビーギャルズJです。 まず「 教

官チーム」の方は コースの枠 を越 えて色々な

先生のいるチームで, ピッチャーは私の知 っ

ている某先生で した。一方「 ボンビーギャル

ズJの方は, 9人中 7人が女の コのチームで

すが,「なんだ女か―。」などと思 うと手痛

い しっぺ返 しを くらわされ るような実力を持

つ上にかわいい人ばか りです。で も試合の非

情 さといいましょうか,「教官チーム」 も手

かげんなどす るはず もあ りません。結果はボ

ンビーのおい上げもむな しく18対15で「 教官

チーム」が勝 ちました。

ところで,他の試合にも様々な ドラマがあ

りました。みんな楽 しく過 ごしたことで しょ

う。 (翌 日やっぱ り,筋肉痛かな一。)そ の

全てが書けないのが残念です。

最後 になって しまいましたが, グラン ド整

備やボール, グラブ等,備 品の用意片付けを

早朝か ら夕方過 ぎまでされた方々,本 当に御

苦労様で した。

＼ v

(文責 内田 知宏 )
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飛 翔 箱

青 白い光に浮かびあがった影が揺 らいで、

止まった。

両脇 を歩 く魔物 どもがビクッとしたように

足を止め、私を窺 った。が、私は別段、何 を

しているわけで もなかった。ただ、通路脇 に

ひらけた小部屋の中に目を当てて、侍んでい

るだけであった。

「 歩け」

一匹の魔物が恐 る恐 る命 じる。私はそれを

無視 した。

「 歩かないか、人間」

「―― あれは何だ、魔物」

私は部屋の中を指 した。魔物 どもの指図を

受ける覚えはなかった。魔物 どもは鼻自んだ

が、それで も私 に対す る恐れの方が勝 ったの

だろう。中の一匹が答えた。

「 水晶球だ」

.「そんなことは見ればわかる。私が訊いて

いるのは、何の為に使われているのか、 とい

うことだ」

「 ……そ、それは……ある大切な用途だ。

答えるわけにはいかん。 さっさと歩け」

台詞はともか く、震 えなが らでは迫力 も強

制力 もなからた。私は うっす らと笑 うと、誰

の耳にも入 らぬほどの声で何 ごとか呟 き、そ

れから再びす うと歩 き始めた。魔物 どもがホッ

としたように続いた。

邪悪なるひとつ目一族 と私たちとの戦いも、

十一 日日だった。私、黒魔道士 ヴィラバ ドラ

が戦列に加わってか らは、六 日日であった。

その六 日の間で、状況は大 きく変わった。魔

物 どもと二人の魔道士たちとの間で拮抗 して

いた力関係が、私の参戦によって著 しいバラ

ンスの変動に見舞われた為である。魔物一族

は大陸の北端へと逐いや られていった。つい

数 日前まではあれほど隆盛を誇 っていたのが、

今や封 じられる一歩手前であった。

だが、詰めの一手が私たちにはなかった。

勢力衰 えた りと言 えども、まだ一族の力、特

にその長 として一族の頂点に立つものの力は

山 本  み つね

侮 り難い。それを封 じるのは、至難であろ う

と思われた。

そ して一一 私、 ル` ドラ殺 し、ヴィラバ ドラ

は、その魔物 どもの崇め奉 る一族の長の居 る

筈の｀
神殿、に、今、ひとり足 を踏み入れてい

る。

何故 ?

同志たちです ら、恐 らく私の真の意図は知

るまい。私が何 を しようとしているのか、何

故私が残 る全ての力をこの役 目に傾けようと

しているのか、その全ては。

無論、彼 らは、 この役 目を負 った者に生 き

て戻れる可能性が乏 しいのだとは知 っている。

私がこの役 目を自らに課 した時、二人が二人

とも、顔色を変えて翻意を促 したのだか ら。

『 奴 らの所に乗 り込む′? 無茶なノ 死に

に行 くようなもんだぞ〃』

『 お願い、囮になろうなんて、そんなこと

は考えないで !』

『僕は、君の、いや誰のだろうと、犠牲 な

んて欲 しくない一― 考え直 して くれ、 ヴィラ

バ ドラ〃』

ガルーダ、 シュ リー、カルキ。皆、心か ら

私 を引 き止めて くれた。
｀
闇、と取引 し力を得

た黒魔道士であるこの私を、真実失いた くな

いと願 って くれたのだ。

だが、私は、だからこそ、初志を曲げなかっ

た。彼 らの思いが本当であればあるほど、私

はそれをや らなければならなかった……

「 そっち じゃないノ こっちだノ」

魔物 どもが口々に警告 し、私の ロープの袖

を引 く。私は無言で魔物 どもを見下ろ した。

かすかに笑 ってみせ る。袖 をつかんでいた魔

物が、慌てふためいて手を離 した。余程私が

恐 ろ しい らしい。別段私に格別の力があるわ

けではないが、たまたま私が戦列に加わって

か ら大 きく戦局が変わった為に、私の力を過

剰評価 しているのだろ う。

「 は、早 く来ないか。∵…」

「 また水晶球があるな。あれ も『 ある大切

十 一 日 目 ～その後の四番目の魔道士～

vノ
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な用途』に使 うのか」

私は平然と指差 した。かたわらの部屋に、さっき

と同じ、磨きあげられた大きな水晶球が据えてあっ

たのだ。

「答える必要はない」

いくら私が怖 くとも、それだけは教えられないと

いうわけか。が、私には実はその反応で充分なのだ。

私は再び小声で魔道語のフレーズを呟 くと、水晶球

から視線を外 した。また魔物どもは安堵 したように

息をついた。

更に上階に足を踏み入れると、一族の上位種族で

ある羽ある魔物どもが待っていた。こいつらに身柄

が引き継がれるというわけだ。それまで私を案内し

てきた魔物どもは、厄介事が手許から離れることに、

明らかにホッとした様子だった。

私が彼らの去ってゆくのを見送っていると、声が

かけられた。

「何の魂胆があって来た、人間」

私は振 り返 り、無表情に相手を見つめた。もう随

分と見慣れたのでさほどは感 じないが、やはりこの

目がひとつしかない顔というのは余 り気持ちの良い

ものではない。

「お前たちに話すことはない」

そっけなく、私は言った。羽ある部族どもはギロ

リと私を呪んだが、私の瞳に恐怖のかけらさえ浮か

ばないので、取 り敢えずは自分たちの役 目を果たす

ことにしたらしい6

「歩け」

私は、薄 く笑 うと、歩き出 した。

暫 く行 くと、またも水晶球が、今度は通 り道の部

屋の中央に置かれていた。私はそこへ近付 くと、台

座を見つめた。文字が彫ってあった。人間世界のど

んな文字でもなかった。ふと見ると、かたわらに、

ちっぽけな像が、やはり磨きあげられて置いてあっ

た。ひとつ目で三本の角を生や した化物の像だ。私

はかすかに身震いすると、それから目をそむけた。

「何をしている ?」

「 この水晶球を見ていたのだ」

「触れてもいいのだぞ」

魔物は口を歪め、悪意たっぷりに言った。流石に

上位種族ともなると、私をいたずらに恐れてはいな

い。もっとも、過去幾度も痛い目を見ているだけに、

馬鹿にしてもいないが。

「結構。わざわざこんな所で命を捨てる為に来た

のではない」

「ふん一一何処までも憎たらしい奴め」

抑えた害意が背中に感 じられた。私は水晶球に目

を戻したo水晶球は私の姿を映そうともしなかった。

禍々しい闇だけが揺れていた。触れれば命はあるま

い。魔道士である私の目には、邪悪な力がこの水晶

球に満ちているのが見えるのだ。私 も今度は用途な

ど尋ねなかった。見ただけでわかったし、下手に魔

物どもに怪 しまれたくない。私は三たび魔道語を呟

くと、そこを離れた。

「言ってお くがな、人間」

羽ある魔物の一匹が、そんな私に向かって毒を含

んだ口調で言った。

「我 らが長たるお方は、貴様 ごとき木っ端魔道士

にはびくともせぬ偉大な力をお持ちなのだ6も しそ

れをたったひとりで倒せると思って来たのなら、許

し難い不遜だぞ」

私は静かに言い返 した。

「 その木っ端魔道士にこの地まで追いやられたの

は、お前たちの方ではなかったかな」

―
tt」

私を取 り巻 く害意は、殆ど殺意にまではねあがっ

た。だが、抑制が勝ったらしく、魔物どもはそれ以

上何も言わず、再び私の前と後ろに立った。   .
……昨夜、私は夢の中に女神と避遁 した。女神は

この私に、何ゆえかの一族がこの大陸にはびこっな

のかを語 り告げた。

『 かつてあなたが葬 り去った黒魔道士ル ドラは、

ずっと以前、魔世界からかのひとつ目一族の長を人

間世界に召喚 しました』

私は、いや恐 らくは体と切 り離された私の魂は、

広大な宇宙空間でたったひとり、金色に輝 く女神と

向かい合った。神など信 じない私だし、相手もまた

自ら神とは名乗 らなかったが、その時相対 した存在

は、女神としか言いようのないなにものかだったの

だ。

『ル ドラは、性質はともあれ力のある魔道士でし

たから、当時人の住んでいなかった大陸北部に一族

を押 し留めました。一族の長がこの地上で存分に力

を振るうのに欠かせない｀
あるもの、を彼が握 ること

で……。それは、およそ五百年の間続きました。そ

の間、ひとち目一族はその地で独自の｀
文明、を築き、

そうしながら機会を窺っていました』

『・・̈ ま̈さか。・…・』

私は、我にもあらず震えた。女神の言葉半ばで、

私には、女神が何を語らんとしているのか、わかっ

ヽ
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て しまったのだ。

『 私がル ドラを殺 したのが・…・・かの一族を

解放す る引金になったとい うのか……〃』

『 あなたは憎 しみに任せて｀
闇、と取引 し、

その力を以てル ドラを滅ぼ しま した』

女神の声は沈んだ。

『 ル ドラの死に配下の黒魔道士たちが右往

左往す る間に、ひとつ 目一族は、ル ドラが押

さえていた｀
あるもの、を手中に収め、一気に

大陸中に勢力を広げた……これが真相です』

『 では、私の したことは……私の したこと

は′2』

『 あなたは、他の二人の求めに応 じて立ち

あが りま した。それは、知 らず間接的にとは

いえ大陸の人々に死と災厄を解 き放って しまっ

たあなたにとって、為 し得 る最善の道だった。

我々はそ う考えています』

女神はなだめるような、穏やかで温かな波

動を伝えて きた。私は、頭を抱えて喚 き出 し

たい気持 ちをかろうじてこらえた。

『 ……彼の力は、三体の小 さな像に由来 し

ます』

.やがて、女神は言 った。

『 その像が特別に磨かれた水晶球 に映 され

ると、像 に潜む力が水晶球を通 じて彼のもの

となるのです。彼 とその一族 を元いた魔世界

へと封 じ込めるには、そ うや って注 ぎ込 まれ

る力の流れをまず断ち切 らねばな りません』

『 ル ドラの握 っていた｀
あるもの、とは、そ

の像のことか』

『 その通 りです。像は彼を模 した形を して

お り、 これを破壊す ることは不可能に近いで

しょう』

不可能 ? ならば、 どうや って力の流れを

断てとい うのだ ? そ う自問 しかけて、私は

答を見出 した。そ うだ……水晶球だ :… 。

目を覚 ました私は、同志たちもそれぞれに

女神からの啓示を受けていたことを知 った。

『 彼の地上での力の源である三っの像 に対

抗す る為に、二つの女神像を地上に遣わ した

と……その像にある三つの対応する花を捧げ、

一族の封印を祈れと……』

自魔道士カルキは、厳かに語 った。

『 その為に何処でどんな協力者に会えるか

を、オ レは聞いたぞノ 女神像が何処にある

かもだノ』

赤魔道士ガルーダは、頬を紅潮 させて語 っ

た。

『 わた しは……その三つの花の名 と、咲 く

場所を……そ して、わた したち自らの手でそ
はこら

れを摘み、祠へ赴 くようにとい うことを』

緑魔道士 シュ リーは、静かな熱を裡 に秘め

て語 った。

『 一ニ ヴィラバ ドラ、君は ?』

カルキが問 うた。私は『何 も』 と答えた。

ガルーダが 目を見開いた。

『 そんな一― 嘘だろ ?』

『 私は神など信 じていない。私の所へやっ

て くるものがあるとす るなら、それは私の命

の残 りを告げに来 る闇の王の使者だ』

私はつとめてそっけなく言ったが、シュリー

に真 っす ぐ見つめられて、思わず 目をそ らし

ていた。彼女の海の色の瞳は苦手だった。彼

女は、決 して人を責めない。ただ、深い悲 し

みを湛えたその瞳で じっと見て、静かに相手

の名を日にす るだけだ。だが、それがどれほ

ど私の心に対 しては効果を及ぼすか、彼女は

知 るまい。

『 ヴィラバ ドラ……』

『 ……話すべきことは何 もない』

私は頑なな声を出 した。

『私は、お前たちとは違 う。私は、 自分の

為すべきことしか知 らない』

『 やっぱ り、あなた も金色の女神 と言葉を

交わ したのね……』

『 そんなことはどうでもいい。私は彼の所

へ、お前たちの為す ことか ら目をそ らさせる

為に行 く。それだけのことだ』

訳のわからぬ苛立ちに任せて、私は吐 き捨

てた。二人は仰天 して私を止めたが、私は耳

を貸 さなかった。

私には、彼 らに愛 される資格などなかった。

私 こそが、あの非道なル ドラでさえ解かなかっ

たかの一族の封印を解いた男なのだ。知 って

やったか否かはこの際問題ではなかった。私

がその引金を引いたとい う事実だけが、私に

とっては重要だった。

妙な言い方だが、その時初めて私は、 自分

がまだ生 きていることを感謝 したのである。

私の命は、闇世界の王 との契約によって私の

ヽ

　

　

．
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魔道の力と直結 している。私がまだ生きてい

るとい うことは、私 が まだ魔道 を使 って

かの一族 と対峙することが出来るということ

なのだ。

元から生き延びる気はなかったが、女神と

の遅遁は私に真実死を選ばせたのであった。

どうしても私が決心を変えぬとわかると、

同志たちは不承不承ながら私の提案を受け入

れて くれた。そ して、彼 ら自身の役 目を果た

すべ く、旅立っていった。

『 きっと一― きっと迎えに行 く。命を無駄

にしないで くれ』
｀
自き魔道士、は言い、右手を差 し出 した。

一見優 しいが、毅い青年だ。黒魔道士である

私に嫌悪感はあったろうに、私を仲間に迎え

ようと言い出 したのは彼だ。私は黙って微笑

むと、黙ってその手を握 った。

『畜生、バカヤロー、死ぬなよノ』

短 くて乱暴だがそれだけに意を尽 くした台

詞は、
｀
炎使い、のものだった。怒 りっぽいと

ころはあったが、真っす ぐで、そ して意外に

ひょうきんな青年だった。年を経て角が取れ

れば、きっと誰からも愛 され親 しまれ頼 りに

される魔道士になることだろう。私は言った。

『 お前 こそ、長生きして くれ』

『 へっ、こちとら、千年だろうが二千年だ

ろうが、 ピンピンして生きてやるさ′ そ し

てな、お前と、茶あ飲みながら、あの頃は、っ

て話すんだからなノ』

ニッと笑おうとして、 しかし笑い切れず、

彼は唇を引きつらせた。私は否とも応 とも言

わず、黙 うて手を差 し出 した。彼は少 し乱暴

にその手を握った。痛かった。

最後に、
｀
大地の子、が残った。

最初に彼らと会った時も、確かそうだった。

カルキが行き、ガルーダが去 り、そ してシュ

リーが残 る。そのシュリーもいずれは去 り、

私はひとり残される。私は微苦笑 した。出会

いも、別れも、結局は私ひとりが残って終る

のだ。

『 ヴィラバ ドラ……』

彼女は、私の名を呼んだ。

『 ヴィラバ ドラ……』

『行 くがいい。行って、お前の為すべきこ

とを果たせ』

私は、穏やかに言った。大地の恵みの黄金

色に揺れる髪と、大海の底の碧を湛えた瞳と

を持つ乙女よ。私の前に留まるな。お前には、

汚れなき白い心の、高貴な魂を瞳に映すあの

青年こそが相応 しい。

『 お前は優 しい。その優 しさ故に目を曇 ら

せるな。私は……お前たちに愛 されてはなら

なかったのだ』

『 そんなことは決 してないわ……』

彼女は涙顔で微笑んだ。

『現にわた したちは、あなたの表面の姿を

突き抜けた奥にあるあなたの魂を愛 していま

す』

『それがわからぬほど、私は愚かではなかっ

た』

『 ああ、だったら何故……′』

『だからこそ』

私は静かにかぶ りを振 った。

『愛 される資格のない者が愛 されて しまっ

たからこそ、愛 されてはならなかった者は、

そ うでない者 よリー層、その愛に報いるだけ

のことをしなければならないのだ』

彼女は息を呑み、声を詰まらせた。   :
『 シュリー。私には、かの一族と戦 うこと

を選んだ最初から、自分が死に向かうとわかっ

ていた。同 じ死なら、私の望むように生きた

結果でありたい』

『 ヴィラバ ドラ……』

『 さあ、もう行って くれ。夜が明ける。私

が選び取ろうとしている死を少 しでも無駄に

すまいと思って くれるなら、一刻も早 く、花

を摘み、祠に供えて くれ』

シュリーは、何か言おうとした。私はかぶ

りを振った。そして、早 く行けと手を振った。

彼女はやむなく行 きかけ、だが不意に振 り返

るや、私の腕にすがりついた。

『 おお、ヴィラバ ドラーー あなたがそ うい

う人だからこそ、わた したちは、いえ、わた

し|ま―――』

『 ……私は、誰 も愛さない』

私は呟いた。

『早 く去れ。時が移る』

シュリーは、万感の想いを込めたまなざし

を私にひたと当てた。私はゆっくりと頷 くと、

自分の手をその美 しい指から抜き取った。シュ

ヽ

し



リーは、想いをもぎ離す ように私 に背を向け

た。そ して、駆け去 った。一度 も振 り返 らな

かった。私は、その後 ろ姿が見えな くなって

しまって も暫 く、場 に侍んだ。二度 と会 うこ

とのない、本当は限 りな く慕わ しかった面影

を、折か らの朝 日の中に追い続けた……

「 此処 を上れ」

魔物の声が、促す。

階段を上 ると、細い通路に出た。強烈な邪

悪 さが押 し寄せ、流石に心穏やかではいられ

なかった。いよいょだ。いょぃょ、かの一族

の頂点に立つ、彼の居座に近付いたのだ。

(タ ルガルよ)

私は思わず、闇世界の王の名を胸裡 に呟い

た。

(私 の命、あとどれ くらいの｀
力、と引 き換

えられるものなのだ。私の 目論見を果たせる

だけ、残 っているのか)

答はな く、扉が迫 った。魔物 どもが取 りつ

いて、 うや うや しく開 く。

此処 を くぐれば、 もはや彼 らに、 この六 日

T豊 粧:[じ 冨LttifF塩 警ス穿絡λ僑層

花を捧げる時、私は この身に残 された力を全

て放つつもりでいる。此処へ来 るまでに見か

けた三つの水晶球!こ は、既に術をかけてある。

恐 らくは彼の許にある水晶球、三つの水晶球

に注がれた力を受け取 る為の水晶球、私がそ

れを破
屡

す る呪文 を口にす る時、あの三つの

邪悪 な珠 も同時に砕け散 るだろ う。その一瞬

こそが、
、整

が
暴

後の命を力に換 えて彼 とその

一族 を彼 らの棲むべき魔世界へ送 り還す時な

のだ。私は、唇 に薄い笑みを浮かべた。それ

までは魔道は使わぬ。たとえ、 この身に凶刃

が突 き立て られ ようと、ただその時 までに命

が尽 きぬなら。

カルキ。ガルーダ。そ してシュリー。

この姿で、 ヴィラバ ドラとしての姿で会 う

ことは三度とない。私は、お前たちが好 きだっ

た。だからこの道を選んだ。だが、お前たち

は生 きるのだ。お前たちには、その資格があ

る。お前たちは人を、 この私 さえをも愛 した。

ル ドラを憎み、その全てを奪 うことに半生を

費や した私には、お前たちの光は眩 し過 ぎた。

透
藁

通 るほどに純粋 な光 も、木洩れ陽 と水面

の煙めきも、烈火の輝 きも、全ては私には痛

いほどに。

私は、足を踏み出 した。彼 とその一族 とが、

私 を待 っていた。
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月じゃん じゃか じゃ一んの

編 集 後

「 じゃあ今度の編集長頼むよ。」そ ういわれた時, 3年生 1人 という事で予期 してはいたも

ののサーッと血の気が引 く思いだった。とうとうきたかっ。恐れていた事が現実に…。はっき

りいって本当に ドジでオッチョコチ ョイな私である。私にできるんだろうか…不安で胸は一杯

であった。そ して第 1回編集会議。集まったのは私を含めてたったの 3人。 こ, これは一体。

涙の飛び散る思いだった。 もう飛翔なんてやめてやる…なんて言 う事もできず委員集めに必至

であった。そ して今,ど うにかこうにか毎週水曜15:00,社会文化研究室には 6～ 7名 の顔ぶ

れが必ずそろうようにな り私 もいっぱ しの編集長気取 りであ―でもない, こ―でもないとつべ

こべ言っている。そ してやっと念願の41号 が出来上がるに至ったのである。皆な,ほ んとにお

疲れさま。そ してありがとうっ〃
ヽ

さ―ってと,そ ん じゃぁまぁ 皆さん,恨みつらみございましたら何でも言いたい放題好 き

にして くれ―。すっきりした所で次号もがんばろうね。もう逃げられないより

(01生  岡村 美穂 )

記

学問分野を分けるということは,結局のと

ころ世界がどういうふうに成 り立っているの

かを考えることになるわけで,今回の特集で

はインタビューに協力 していただいた先生方

の学問観,世界観が桓間みられたような気が

して,私 自身 も考えさせられるところがあり

ました。

(03生  古田 智子 )

「編集部員」と名前はあっても,実際やつ

たことは先生方へのインタビューだけだった。

「総合科学部 とは何か ?」 ―これが解けたら

悟 りが開けるんではないか―と思えて くるほ

どの難間ですね, これは。

(02生 南場 千里 )

編集なんて仕事は初体験υだったので,今
は無事にクリアできてホッとしてお ります。

しか し,〆切 日が迫って くるのがこんなに

恐ろしいことだったとは,原稿を書 く身になっ

てようや く分かりました。      ・

次の飛翔を出す時にも,ま たこの恐怖を味

わ うことになるで しょう。いやあ,楽 しみだ

なあ。はっはっは。 (ひ きつった笑い)

ところで最後に,む りや り原稿を依頼 して

しまいながらも,快 く引きうけて くれた野見

山君,本 当にありがとうございました。

(03生  中島 英紀 )

手伝いますと言っているうちに終ってしまっ

た。役員になったときからすでに, 自分の事

で手一杯で,飛翔までは手が回らないのでは ,

と思っていたが,本当にそ うなって しまった

ようだ。

それにしても役員さんのパワーはすごい。

ただただア然 として見るだけの私。飛辺がこ

んなエネルギッシュなものだったとは。頑張っ

たみなさんに,せめて私は心からお疲れ様を

言いたい。本当にお疲れ様で した。

(02生  蟹由 昌美)

V
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私は物生三年の平凡な学生である。今年五

月か ら「飛翅」編集に携わっている。

私が「飛翔」編集に
'参加 しようと思 つた理

由は色々ある。 しか し最 も直接的な理由は ,

飛翅40号 の S教官の退官の辞である。私は彼

を全 く知 らない。 しか し彼 もまた, 自分が夢

見た総合科学を実現させる事なく, ここを去 っ

ていった。 .

世間一般では,夢を見 られるのも大学の う

ちと言われている。ならば今,大 きな夢を見

てやろうではないか。問題なのは,大学が徐々

に夢 を見 られる環境でな くなって きている事

なのだ。

P.S.さ ぁ―て,入稿 も終 わ った し,み
んなで飲み行 こかぁ″

(01生  大村  尚)

さて,私 ももう2年 になった。 この 3セ メ

の間は結構忙 しかった。 と言 うのも空 コマの

数では 1年のときと, さして変わらないのに ,

般教 とは違 って専門の授業は レポー ト様が多

いこと,多いこと。その上 (結構好 きだが)

:前回予告 していたとお り `仏'な るものをとっ

たため,かな り勉強時間が増えた。 この `仏 '

.は , クラスの人数 も少な くて学習意欲 もわ く

ので私のおすすめだ。私 も時間の許す限 り,

4セ メ, 5セ メ, ととっていきたいな一など

とまたも無謀な考 えをもっている。 (そ うい

えば, 3セ メのは単位あったけかな― )

一方,いつも季節外れのことばか りだけど ,

90-91skiシ ーズンは少雪 に始 まってハラハ

ラしたのに 1, 2月 は寒波もきてそこそこ降っ

た。一部を除いて大雪だった。91-92skiシ ー

ズンはどうなるのかな。でも,100年 ぶ りの

少雪のとある地方のオバチャンは,雪降ろ し

を しな くて もいいと喜んでいた。大雪で喜ぶ

のは,我々都会の者だけかも知れない。

(02生  内田 知宏 )

変集後記……もとい,編集後記なんて大そ

れたこと書かせていただ く程仕事 してない気

がするんだけど,許 してね。編集長のみぽちゃ

んは じめ,委 員の皆 さん,お疲れ summer
vacation/

(新入 り01生  古川 博子 )

今回 (も ?)私は編集長と他の編集委員の

皆様には頭があがりません。誠に申し訳あり

ませんで した。心からおわび申し上げます。

(02生  森野 美和 )

以上が今回の「飛翔」41号 の編集部の面々

であります。その他にも協力 して頂いた方々

や原稿依頼を快 く引き受けて頂いた皆様,本
当にありがとうっ〃心から感謝 します。

「 ボランティアじゃねえぞ」 という言葉を

残 して去 っていった63生編集委員。実際 ,

「何でこんな事 しなくちゃいけないんだ」と

は編集委員,皆,誰 しも思ったのではないか。

確かに「飛翔」という広報紙がなくなっても

さして影響をうけるものはないだろう。 しか

し過去幾度もの,そ して今回も又存続の危機

を乗 り越えてここまできたのである。だから

…土井たか子さん風に「 やるっ気ゃない」の

である。 (ち ょっと古いかな)

毎週水曜PM3:00,社 会文化研究室で こ

れからは42号 に向けて猛然 と突き進むのみで

ある。総科の事,大学生活の事をもうちょっ

とよく考えてみようと思ってる人,書 くこと

が無条件に大好 きな人,い ろんな人と触れ合

いたいと思ってる人,い つでも待ってるから

ヤ2。



平成 4年度総合科学部学期区分の臨時変更について

本学部は平成 4年度末に東広島市へ移転する予定です。これに伴い平成 4年度

(専門教育・一般教育)の学期区分を下記のとおり臨時に変更いたします。

間期 分区

一則
　
　
期

4月 1日 ～ 4月 8日
4月 9日 ～ 7月 17日

7月 18日 ～ 8月 31日

9月 1日 ～ 9月 17日

9月 18日 ～ 9月 30日

業

業

業

業

業

休

　

休

　

休

季

　

季

　

季

春

授

夏

授

秋

後

　

　

期

10月 1日 ～ 12月 26日

12月 27日 ～ 1月 7日
1月 8日 ～ 2月 3日
2月 4日

～
3月 31日

業

業

業

業

休

　

休末

季

　

年

授

冬

授

学

広報委員

堀 越 孝 雄  古 東 哲 明  松 岡 俊 二

上 原 麻 子  小 野 光 代  水 上 孝 一

播 磨  裕  佐 藤 博 明  上 領 達 之

事 務 官  `
木 上 尊 子  中 道 一 博

学生編集委員

岡 村 美 穂  内 田 知 宏  北 村 綾 乃

小 島 美 紀  佐々木  恒  南 場 千 里

森 野 美 和  蟹 由 昌 美  井戸田 典 子

大 澤 一 高  酒 井 良 葉  田 島  誠

中 島 英 紀  古 田 智 子  山 元 恵 子

古 川 博 子  大 村  尚

広島大学総合科学部広報委員会

住所 :広島市中区東千田町 1-1-89

電話 (082)241-1221 内線2247
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